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事 件 題 目 

 

１ 議案第２２号 令和５年度おいらせ町一般会計予算について 

２ 議案第２３号 令和５年度おいらせ町国民健康保険特別会計予算について 

３ 議案第２４号 令和５年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計予算について 

４ 議案第２５号 令和５年度おいらせ町公共下水道事業特別会計予算について 

５ 議案第２６号 令和５年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計予算について 

６ 議案第２７号 令和５年度おいらせ町介護保険特別会計予算について 

７ 議案第２８号 令和５年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計予算について 

８ 議案第２９号 令和５年度おいらせ町病院事業会計予算について 
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発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

 

事務局長 

（赤坂千敏君） 

 

 おはようございます。 

修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

ご着席ください。 

 

平野委員長  おはようございます。 

 ただいまの出席委員数は１５人です。 

 定足数に達しておりますので､直ちに予算特別委員会を開会いたします。 

 

 （開会時刻 午前 １０時００分） 

 

平野委員長 会議に入る前に、一言ご挨拶を申し上げます。 

先般、予算特別委員長に選任に同意いただきました平野敏彦です。 

ご案内のように、予算特別委員会は、町の１年間の執行予算を審査する大変

重要な委員会であります。議事進行につきましては、各委員の何分のご協力を

よろしくお願い申し上げます。 

質疑に入る前に、委員各位にお願いします。予算特別委員会の円滑な議事運

営を図るため、質疑の趣旨は明確にすること、質疑の際は、何ページの何々の

件についてと議題に沿って質疑をすること、対象の款の区分では、質疑は３回

までとします。対象の款の区分の質疑の回数が３回に満たない場合であっても、

他の議員が質疑を行った場合、再び質疑をすることはできません。関連質疑は

最小限にとどめること、議題外の発言または関連質疑が多岐にわたった場合は、

発言を禁止します。 

なお、委員会の質疑の際は、議席番号は不要となります。質疑の際は、「はい、

委員長、誰々」と名字を名乗り、ボタンを押してください。 

質疑の区分は、お配りしております参考資料の予算関係質疑予定区分表に従

って受けます。 

以上のことを確認していただき、予算特別委員会の円滑な運営にご協力くだ

さいますようお願いいたします。 

これより、議案の審査に入ります。 

当委員会に付託されました議案第２２号から第２９号までの８議案のうち、

議案第２２号、令和５年度おいらせ町一般会計予算についてを審査いたします。 
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当局の説明を求めます。 

財政管財課長。 

 

財政管財課長 

（岡本啓一君） 

 それでは、議案第２２号についてご説明いたします。 

議案書は７３ページから８５ページになります。 

本案は、歳入歳出予算の総額を１０４億９，７００万円とするもので、前年

度と比較しますと、２億４，９００万円、２．３％の減となっております。 

８２ページをご覧ください。 

第２表継続費は、３款民生費の子ども子育て支援事業計画策定事業につきま

して、履行期間が令和５年度、６年度の２カ年にわたるため、継続費を設定す

るものです。２カ年の総額は、６５３万４，０００円になります。 

８３ページから８５ページをご覧ください。 

第３表地方債は、歳入予算に計上しております２０件の起債について、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものです。限度額の合計につき

ましては２億５，１４３万７，０００円となります。 

それでは、歳入歳出の主な内容についてご説明いたします。 

別冊の令和５年度一般会計予算に関する説明書、こちらをご用意ください。 

まず、歳出の主な内容からご説明いたします。 

３４ページをご覧ください。 

３４ページは、２款１項１目一般管理費の１２節になりますが、施設管理業

務等委託料５，７７３万円は、本庁舎及び分庁舎の警備、清掃等の管理業務経

費として計上するものです。 

３８ページをご覧ください。 

２款１項５目財産管理費の２４節公共施設整備基金積立金５，７６１万６，

０００円は、今後の公共施設整備に係る財源として活用するため計上するもの

です。 

４０ページをご覧ください。 

２款１項８目新庁舎建設費の１２節新庁舎建設基本計画作成業務委託料１，

０００万円は、１月開催の議員全員協議会において、説明のありました新庁舎

建設事業の着手に当たり、必要なため計上するものです。 

４４ページをご覧ください。 

２款２項２目町活性化対策費の１４節一川目地区生活会館外壁等改修工事費

２，０８５万３，０００円及び本町北コミュニティセンター外壁等改修工事費

１，１７２万３，０００円は、施設の劣化状況を踏まえた長寿命化対策として、

外壁塗装のほか補修工事を実施するため計上するものです。なお、令和４年度
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予算にも計上しておりましたが、施設の劣化状況から対策内容を再検討したた

め、令和４年度予算での実施を見送り、令和５年度に改めて計上するものでご

ざいます。 

４６ページをご覧ください。 

２款２項３目情報政策費の１２節機器保守委託料４，１９０万７，０００円

は、町総合行政システム等のハードウエア及びソフトウエア保守委託料として

計上するものです。 

同じく１２節の情報システム標準化支援業務委託料３，０３７万９，０００

円は、現在各自治体で個別の企業へ発注・独自運用している業務システムを令

和７年度までに全国で統一・標準化させるという国方針に沿い、実施するため

計上するものです。 

１３節機器借上料６，６９９万７，０００円は、町総合行政システム等に係

るシステム及びプリンタ等の借上料として計上するものです。 

５４ページをご覧ください。 

２款５項３目県知事選挙費、目の合計ですと１，５５４万９，０００円は、

本年６月２８日の任期満了に伴う選挙経費として計上するものです。 

５５ページに移ります。 

２款５項４目県議会議員選挙費、目の合計１，１８２万８，０００円は、本

年４月２９日の任期満了に伴う選挙経費として計上するものです。 

５６ページをご覧ください。 

２款５項５目町議会議員選挙費、目の合計２，８１９万７，０００円は、本

年４月３０日の任期満了に伴う選挙経費として計上するものです。 

６０ページをご覧ください。 

３款１項１目社会福祉総務費の２７節国民健康保険特別会計繰出金２億２，

８０３万２，０００円は、令和５年度特別会計予算の編成に伴い計上するもの

です。 

６２ページをご覧ください。 

３款１項２目障害者福祉費の１９節障害者給付費等４億６，８０７万２，０

００円及び障害児給付費等１億１，４０６万円は、給付見込みにより計上する

ものです。 

６４ページをご覧ください。 

３款１項３目高齢者福祉費の１８節後期高齢者医療療養給付費負担金１億

８，４５３万８，０００円は、青森県後期高齢者医療広域連合の試算により計

上するものです。 

２７節の介護保険特別会計繰出金４億２，２９２万３，０００円及び後期高
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齢者医療特別会計繰出金８，１４４万３，０００円は、令和５年度特別会計予

算の編成に伴い計上するものです。 

６８ページをご覧ください。 

３款２項２目児童措置費の１９節子どものための教育・保育給付費１３億６，

２６４万５，０００円は、保育提供施設の経費として計上するものです。 

６９ページに移ります。 

３款２項４目児童館費の１４節木内々児童センター外壁等改修工事費８１３

万６、０００円は、施設の劣化状況を踏まえた長寿命化対策として塗装工事を

実施するため計上するものです。 

７６ページをご覧ください。 

４款１項４目母子保健対策費の１８節出産・子育て応援給付金２，０００万

円は、令和４年度の２月補正予算にて計上しました当該給付金について、令和

５年度実施分として計上するものです。 

７８ページをご覧ください。 

４款２項１目清掃総務費の１２節海岸漂着物撤去委託料１００万円は、百石

海岸に漂着・集積した流木を処理するため計上するものです。 

４款３項１目上水道費の１８節節水シャワーヘッド購入助成金３００万円

は、下水道使用料改定に伴う対策事業として計上するものです。 

７９ページに移ります。 

４款４項１目病院費の１８節病院事業会計医業収益負担金５，５７０万１，

０００円、医業外収益補助金２，７２５万９，０００円、医業外収益負担金８，

７５０万円及び２３節病院事業会計出資金２，１４８万円、合計１億９，１９

４万円は、総務省の公営企業繰出基準に基づき、病院事業会計への繰出金とし

て計上するものです。 

８６ページをご覧ください。 

６款１項５目農地費の２７節農業集落排水事業特別会計繰出金６，４６０万

２，０００円は、令和５年度特別会計予算の編成に伴い計上するものです。 

８９ページをご覧ください。 

６款３項２目漁港整備費の１８節県単独漁港施設事業費負担金２３０万円

は、百石漁港南防波堤の防舷材設置に係る県営事業負担金として計上するもの

です。 

９５ページをご覧ください。 

８款２項１目道路橋りょう維持費の１４節町道維持補修工事費９，０００万

円は、町内道路施設の維持管理補修への対応として計上するものです。なお、

近年の工事費単価上昇に対応するため、今年度当初予算と比較し１，０００万



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８－ 

円増額としております。 

８款２項２目道路橋りょう新設改良費の１４節町道整備工事費６，５００万

円は、生活関連道の整備費として計上するものです。こちらも工事費単価上昇

に対応すべく、今年度当初予算と比較し１，５００万円増額としております。 

交通安全対策工事費４，１８０万円は、歩行者安全確保のため、主に青葉線、

緑ヶ丘２号線及び古間木山１１号線の歩道を整備するため計上するものです。 

９６ページをご覧ください。 

前ページの続きになりますが、町道舗装補修工事費（補助）３，９４０万円

は、令和４年度に引き続き、木ノ下・鶉久保線の舗装補修工事を実施するため

計上するものです。 

町道舗装補修事業（補助付帯分）１，５００万円は、木ノ下・鶉久保線の側

溝改築工事を実施するため計上するものです。 

町道舗装補修工事費（事業債）４，８００万円は、鶉久保・薬師線、木内々中

央線及び下田橋・川端線の舗装補修工事等を実施するため計上するものです。 

橋りょう補修工事費（交付金）３，２３４万円は、神明橋の補修工事を実施

するため計上するものです。 

２１節の立木等補償費１億２，４２１万５，０００円は、主に住吉町線整備

事業の物件等移転補償費として計上するものです。 

８款２項３目除雪対策費の１２節除雪作業委託料１億３，３００万円は、町

道などの除雪作業を委託するため計上するものです。なお、近年の予算執行状

況を踏まえ、今年度当初予算と比較しまして２，３００万円の増額としており

ます。 

９７ページに移ります。 

８款３項２目公共下水道費の２７節公共下水道事業特別会計繰出金６億５４

６万５，０００円は、令和５年度特別会計予算の編成に伴い計上するものです。 

１００ページをご覧ください。 

９款１項１目非常備消防費の１７節機械器具費３３５万８，０００円は、消

防団へ排水ポンプを配備するため計上するものです。 

１０２ページをご覧ください。 

９款１項２目消防施設費の１４節下田第２分団拠点施設外壁等改修工事費８

２６万９，０００円は、施設の劣化状況を踏まえた長寿命化対策として塗装工

事を実施するため計上するものです。 

１０３ページに移ります。 

９款１項３目災害対策費の１４節津波避難誘導標識改修工事費２，０４９万

７，０００円は、令和４年２月の町津波避難計画改訂に伴い、津波避難誘導標
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識の盤面変更・移設等を実施するため計上するものです。 

１１０ページをご覧ください。 

１０款２項１目（小学校）学校管理費の１２節小学校ネットワーク環境更新

工事基本実施設計委託料１，１２９万８，０００円は、町立小学校５校のネッ

トワーク環境改善に係る調査設計を実施するため計上するものです。 

１１２ページをご覧ください。 

１０款３項１目（中学校）学校管理費の１２節中学校ネットワーク環境更新

工事基本実施設計委託料６７７万９，０００円は、町立中学校３校において、

小学校と同様のネットワーク環境改善に係る調査設計を実施するため計上する

ものです。 

１１３ページに移ります。 

１０款３項３目（中学校）学校建設費の１４節木ノ下中学校講堂改築造成工

事費５，０００万円は、講堂改築に係る造成工事を実施するため計上するもの

です。 

１２２ページをご覧ください。 

１０款５項２目体育施設費の１２節いちょう公園体育館外壁等改修工事実施

設計委託料３５６万７，０００円は、施設の劣化状況を踏まえた長寿命化対策

として、外壁等塗装改修及び屋外非常階段かけかえ等工事に向けた実施設計を

行うため計上するものです。 

１４節いちょう公園テニスコート照明塔改修工事費２，３１７万７，０００

円は、施設の劣化状況を踏まえた長寿命化対策として塗装工事を実施するほか、

省エネルギー対策として照明のＬＥＤ化を実施するため計上するものです。 

下田公園野球場安全設備設置工事３３５万２，０００円は、令和８年度の国

民スポーツ大会に向け、場内側溝へ安全ラバーを設置するため計上するもので

す。 

１２４ページをご覧ください。 

１２款１項１目公債費元金の２２節町債償還元金９億９，４７９万円は、町

債として借り入れた資金の償還元金分として計上するものです。 

主な歳出の説明は以上になります。 

これから、歳入の主な内容についてご説明いたします。 

ページが前に戻りまして、５ページをご覧ください。 

１款１項町民税、項の合計で１１億５，０１１万円は、前年度との比較で２，

２７９万７，０００円の増額を見込み計上するものです。 

６ページをご覧ください。 

１款２項固定資産税、項の合計１１億８，０６８万４，０００円は、前年度
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との比較で３，５１６万４，０００円の増額を見込み計上するものです。 

１款３項軽自動車税，項の合計９，３６２万７，０００円は、前年度との比

較で３４９万５，０００円の増額を見込み計上するものです。 

７ページに移ります。 

１款４項町たばこ税２億３１７万７，０００円は、前年度との比較で７５９

万円の増額を見込み計上するものです。 

９ページをご覧ください。 

７款１項地方消費税交付金５億３，８００万円は、国の地方財政計画を参考

に計上するものです。前年度との比較では、５，８００万円の増額となります。 

１０ページをご覧ください。 

１１款１項地方交付税、目の合計３５億８４２万５，０００円は、国の地方

財政計画を参考に計上するものです。前年度との比較では、１億１，２８６万

５，０００円の増額となります。 

１０ページから１４ページまでの１３款分担金及び負担金、それから１４款

使用料及び手数料につきましては、現行の条例等を踏まえ見積もりした額を計

上するものです。 

それから、１４ページから２１ページまでの１５款国庫支出金及び１６款県

支出金は、主に歳出予算における対象事業費に応じた見込み額を計上するもの

です。 

２１ページ及び２２ページの１７款財産収入は、主に町有財産の貸付収入、

債券配当金、不用財産の売却収入を見込み計上するものです。 

２３ページをご覧ください。 

２３ページの１８款寄附金は、主にふるさと応援寄附金収入を見込み計上す

るものです。 

１９款２項１目財政調整基金繰入金３億４，０００万円は、歳入歳出予算の

一般財源調整により計上するものです。前年度との比較では１，８００万円の

増額となります。なお、令和５年度末の基金残高は、現時点における予算ベー

スでは、約１６億円と推計されます。 

１９款２項２目ふるさと応援寄附基金繰入金２，２７０万６，０００円は、

寄附者の使途指定により充当するため計上するものです。 

２９ページをご覧ください。 

２２款１項７目臨時財政対策債４，４５３万７，０００円は、本来地方交付

税として交付されるべき額の一部を地方債で借り入れるもので、金額は地方財

政計画を参考に計上するものですが、前年度との比較では８，７９２万９，０

００円の減額となります。 
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２２款１項の町債全体は、計２億５，１４３万７，０００円、前年度との比

較では１億４，０１２万９，０００円の減額となります。 

主な歳入の説明は以上です。 

ページが後ろに飛びます。１２７ページから１３４ページをご覧ください。 

給与費明細書は、当予算案における町の特別職及び一般職に係る人件費の明

細を掲載するものです。 

１２７ページ、特別職の人件費は、合計で１億４，５３１万１，０００円と

なり、前年度と比較し１，０６０万６，０００円の増となります。なお、本日

お手元に配付いたしました「令和５年第１回おいらせ町議会定例会議案別冊資

料の訂正について」につきましては、特別職の人数の掲載について誤りが判明

したため、正誤表にて訂正させていただくものです。大変申し訳ございません

でした。 

次に、１２８ページをご覧ください。 

こちらは一般職の人件費総括になりますが、一般職の人件費合計は１１億９，

２４１万円となり、前年度と比較し３４５万２，０００円の増となります。 

１３５ページをご覧ください。 

継続費に関する調書は、継続費を設定する子ども子育て支援事業計画策定事

業につきまして、財源内訳等を掲載するものです。 

１３７ページから１３９ページをご覧ください。 

債務負担に関する調書は、現在設定されている債務負担行為につきまして、

限度額や令和５年度以降の支出予定額などを掲載するものです。 

１４１ページ、１４２ページをご覧ください。 

地方債に関する調書は、歳入予算の町債及び歳出予算の公債費の状況を反映

し、かつ地方債の区分ごとに掲載するものです。なお、令和５年度末の地方債

残高見込み額は、合計７７億８，４６４万１，０００円となります。 

１４３ページをご覧ください。 

地方消費税交付金の充当に関する資料につきましては、地方消費税交付金予

算のうち、社会保障財源分として見込んだ額、３億７７３万６，０００円の充

当事業に係る経費及びその財源内訳を掲載するものです。 

１４５ページ以降の当初予算主な内容につきましては、予算案審議の参考と

していただくため、ただいまご説明した内容のほか、主要な経費等の個別説明

を掲載するものです。 

以上で、説明を終わります。 

 

平野委員長 説明が終わりました。これより質疑を行います。 
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質疑は、事項別明細書により行います。 

それでは、第１款町税から第１４款使用料及び手数料までの質疑を受けます。 

一般会計予算に関する説明書５ページから１４ページです。 

質疑ございませんか。 

楢山委員。 

 

楢山 忠委員 １１ページの２項負担金のところで、教育費負担金とあって、区分が保健体

育費負担で、ここに教職員の給食費負担金ということで載っているんですが、

これ今までは徴収してなかったということなんでしょうか。 

それから、もう１つ、１２ページの使用料のところなんですが、商工使用料

として、バーベキューハウスとそれから白鳥の家の使用料ということで、これ

年間たった１，０００円か何ぼより収入がないということなんでしょうか。何

か対策を考えていますか。 

以上、２つお聞きしたいと思います。 

 

平野委員長  学務課長。 

 

学務課長 

（福田輝雄君） 

 それでは、お答えいたします。 

 教職員の給食費負担金につきましては、これまでも小学校・中学校に配属さ

れている教職員につきましては、それぞれいただいていたものになりますので、

今回初めてなものではありません。 

 以上です。 

 

平野委員長  商工観光課長。 

 

商工観光課長 

（柏崎和紀君） 

 それでは、まずバーベキューハウスの使用料ですが、これまでもコロナ前は

４００人とか５００人とか利用者がいたんですが、ちょっとコロナで、昨年以

前ということで収入が減って、ここの経費というのは、今年度の利用料をその

まま例年積算しているので、今回は１，０００円くらいしかなかったというこ

とで、１，０００円となっています。コロナが収まれば、また人数等は復活す

るのかなと思っております。 

 また、白鳥の家の使用料ですけれども、こちらも貸し切り等で利用する方は

ほとんどいない状況です。実際には、４，０００人とか５，０００人の利用者

はいるんですが、これまでも。実際に貸し切りでその部屋を使うというような

形にはなっていないということで、こういった形になっております。 
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 以上です。 

 

平野委員長  楢山委員。 

 

楢山 忠委員  分かりました。認識不足でした。ありがとうございます。 

 

平野委員長  ほかにございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第１款から第１４款までの質疑を終わります。 

 次に、第１５款国庫支出金から第２２款町債までの質疑を受けます。 

 説明書１４ページから２９ページです。 

 質疑ございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第１５款から第２２款までの質疑を終わります。 

 以上で、歳入の質疑を終わります。 

 次に、歳出について質疑を受けます。 

第１款議会費から第２款総務費までの質疑を受けます。 

 説明書３１ページから５９ページです。 

 質疑ございませんか。 

 西館委員。 

 

西館芳信委員  私の質問は１点だけ。おととい私がした一般質問に関連して、４４ページの

２款２項工事請負費ということで、一川目地区……。 

 

平野委員長  西館委員、すみませんけれど、マイクお願いします。 

 

西館芳信委員  一川目生活会館の外壁改修ということで２，０８５万計上されているわけで

すけれど、高度経済成長期に建てられたいろんな社会インフラ、これについて

の老朽化等が激しいということで、当時いろいろその補助に関わった国の各省

庁、あるいは都道府県、そして市町村等にわたるまで、この処分をどういうふ

うにするかということで、ばらばらに出していたものを一括してやろうかとい

う、ルールを示そうかということで、いわゆる財産処分に関する適正化法とい

うのは、昭和３０年につくられた、一番最初に出た法律だと、私も今、知りま
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した。 

 そして、それは何も耐用年数までずっと引き延ばして使わなくてもいいよと。

例えば災害とか火災によって使用できなくなった建物、あるいは構造上危険な

状態にある建物の取り壊しだとか破壊だとか、それから同じような用途の社会

インフラがその地域で充足されたんだったら、幾らでも処分してもいいですよ

ということで、なおかつ、例え５０年の耐用年数であろうが、１０年たったら、

もうこういうのは寛大に受けますよと。いや、１０年未満のものでもいいです

よというものがございます。 

 そうしたものがあるのにもかかわらず、今まで、例えば一川目生活会館、今

４７年というのも、あれ、それだけだったの、今までもっと長く、私これにつ

いて何回か質問しているんだけれど、長く伝えられてきたはずだと。まあ、そ

れはいいんです。 

 あそこが４７年ということで、昭和５０年の建物だということなんだけれど、

そしたら４７年は確実に経過したと。これ例えば４６年で去年この申請を出し

ていれば、４７分の１の残存期間に見合うだけのお金、納付金を補助先に払え

ば、もうそれでオーケーという手続上のシステムになっているんですよ。その

４７分の１というのは、減価償却を考えれば、恐らく微々たるものだと。これ

は、はっきりは言えないけど、私はそういうふうに思っている。そういうちゃ

んとした手続があるのに、実際は取り壊せば、みんながスキッとした解決がで

きるのに、それを長寿命化とか何とかって今までずっと引き延ばしてきた。こ

れこそただの不作為でなくて、私は昨日 もきつい言葉で言ったけれど、行政

の怠慢にほかならないだろうかと思っています。 

 ４７年間経過して、なおかつ一川目は隣にコミュニティホールというのを、

町内会がもうずっと２０年も近く前に、この使用を見限って新しいものを建て

ているということだから、その段階でも、こういう手続を目指してもよかった

はずなんだけれど、何もなされなかったということで、とうとう４７年経過し

てしまったと。さらに、それに今２，０８５万かけてやるといったって、こん

なの何の説得力もない。ほかは確かに長寿命化する適正化ということで見合う

建物かもしれないけれど、ほかのものと横一線上に考えられないものだと私は

思います、ここと深沢は。 

 アスベストだ、何だかんだと言って、私一般質問のとき、聞き忘れたんだけ

れど、耐震基準、これはどうなっていますか。耐震基準について聞きたいと思

います。 

 それから、同じような、今、私が話ししたことで、深沢もそれなりに大した

費用でなくて片づけられる問題だと、私、捉えているんだけれど、今朝も深沢
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を見てきました、建物を。黄色いテープを張って、危険だから入れないような

感じで私、見てきましたけれど、そういう措置をしているものをあのまま放っ

ておいて、よく付近の人たちは嫌がらない。何もしゃべらないと思って、しゃ

べっているかもしれません。ここをこのままにしておいて、例えば子どもたち

がけがしたり、あるいは要らないものに利用された。あるいは崩れる。そうい

うことで、何かあっているのか、ないのか分からんけれど、深沢も併せて耐震

基準と、それから深沢も併せて、今後どう考えますかということでお願いしま

す。 

 

平野委員長  まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（田中淳也君） 

 お答えいたします。 

 まず、これまでの経緯のことをお話しして、答弁をしたいと思います。 

 まず、一般質問でもありましたけども、平成１７年に一川目生活会館の隣に、

コミュニティホールを建築されております。町内会が主体となって、町が補助

金を出して建設をしておりますが、その際には、今ある古いほうの一川目生活

会館も新しくつくったコミュニティホールも、一緒に使っていくということで

スタートをしております。 

 先ほど言った１０年経過すれば処分できるというような話もありましたけど

も、それについては、同地区において同様の施設があって充足している場合は、

処分申請して承認受ければいいですよというのがあるのは知っておりますけど

も、ホールは、ホールとトイレのみの仕様になっております。生活会館は、小

さい事務室とか会議室、それから厨房等も備えておりまして、そういったこと

で両方使うようにしたんだろうなと思っております。 

 １０年未満の処分については、合併の特例でもって、市町村の計画に載った

建物等は処分してもいいですよということになっております。 

 それから、耐用年数の件ですけども、法定の耐用年数は４７年ということに、

鉄筋コンクリートはなっております。ただ、防衛省の補助金の処分、制限期間

というのがありまして、それについては６０年ということになっております。

そういったことで、今、町の公共施設管理計画、個別施設計画において、まだ

使える施設だと思っておりますので、長寿命化をして、改修工事をして使って

いきたいと考えているものです。 

 耐震基準については、１階の建物で、耐震診断しなくてもいい施設というこ

とで聞いておりますので、そこについては、基準に合っているかどうかという

のは調査していないのでちょっと分かりません。 
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 あと、深沢の生活会館については危険だということで今、使用を停止してお

りますが、解体工事等については、建っているところの建物のパイルが埋まっ

ているというところと、建物の東側に土留をしているわけですけども、そうい

ったところの解体費用というか、それについては計算していないんですけども、

今後そこの費用等を調査して、どういうふうにしていくかというのを考えてお

りますけども、解体したほうがいいだろうなとは思っております。ただ、一川

目生活会館については、一般質問でも答弁したように、会長からも引き続き直

して使っていくということで了解を得ておりますので、このまま進めていきた

いなと思っております。 

 以上です。 

 

平野委員長  西館委員。 

 

西館芳信委員  今、課長がお話ししたことについて、いろいろ細々聞いたんだけれど、そん

なものはどうでもいいんではないか。本当にやる気があったら、そういうのは

何の隘路にもならない。何の障害にもならないと私は思います。第一、防衛省

の６０年だって、昨日もしゃべったけど、財務省だとかほかの省庁も言われて

いた、防衛省からもそういう法関係の整備、それから要綱までちゃんと出て、

一定の段階では手続さえ要らないんですよと、後の報告だけでいいですよと本

当に柔軟な姿勢が示されているのに、何らそれについてやってみようとしてな

い。ただ、それこそはっきり言わせれば怠慢で、あそこを整理するタイミング

を逸したんではないですか。だから、タイミング逸したから、もうこれは長寿

命化ということにするしかないということでなかったのかなと、根性の悪い私

はそういうふうに思うだけです。 

何にしても、ともかく２，０８５万というお金は、絶対これかけ過ぎですよ。

私、昨日６００万ぐらいのお金が町内会に入ったと、それと合わせれば何でも

できると、この解消策には大いに役立つはずだということをお話ししたんだけ

れど、昨日、おとといは傍聴の人もいたし報道陣もいたから、一川目保育園、

恐らく国あるいは税理士さん等の指導でもって、剰余金ため込むなということ

で、それを処分したということで、配当金ということになれば、第二種の社会

福祉法人配当金ではないだろうな。何だろうなと、私自身その辺がちょっと、

だから私言わなかったんだけれど、確実にそういうふうにもらった６００万、

この２，０００万合わせた２，６００万あるということであれば、みんな町内

会長だって誰だって、あそこを保存していくと。なおかつ、町の財産だという

から、ああそうですか、そうですか、そうですかと、２０年も３０年もそうい
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うふうにして、疑問持っていたかもしれないけれど、町に従ってきた。最初か

ら取り壊しの方向で、対省庁間と交渉したいということであれば、全く方向は

違うんですよ。だから今こそ、思い切って決断してやるべきだと思いますよ。

町長、いかがでしょうか。 

 

平野委員長  町長。 

 

町長 

（成田 隆君） 

 西館委員が言っている部分も、最もだなという部分もあります。確かに、耐

用年数あと数年残っているというのは、償却費で残存期間を案分すれば、幾ら

になるか試算はしていませんけども、確かにそういう部分ではそうかなという

思いがありますけども、昨日も答弁したように、町内会の代表である町内会長

がそういうふうに要望しているということで、我々も対処せざるを得ないのか

なという気がしておりますんで、そのように決定したわけであります。 

 以上です。 

 

平野委員長  西館委員。 

 

西館芳信委員  あまりこのことについて、町内会長とやり取りするのもちょっとあれだなと

思って、私は最低限のことは町内会長からも事情を聞いております。でも町内

会長、町の財産、なおかつ長寿命化、町がそういうふうに長寿命化ということ

であれば、それには従わざるを得ないだろうなという気持ちでいることは確か

です。 

 果たして、４７年という耐用年数が過ぎて耐震基準、町が出したこの耐震改

修促進計画の中で、５６年度以降の建物は１４だか何ぼあって、それらは全て

５６年以降の建物だから、耐震基準は満たしていますよと。１つだけ５６年以

前の建物もあるけれど、それも耐震基準を満たしているという書き方している

けれど、今話聞いたら、耐震基準を満たしているかどうか何もやってない。こ

の報告書でさえ、この耐震改修促進計画でさえ、何か疑わしいものとしてしか、

私は今、捉えなかった。 

そうした中で、なるべくそういうことを整理する行政側が、ただ自分たちの

メンツのために、これを連綿としてそういう姿勢を貫いてくということは、直

接請求を考えてもいいのかなと。住民の監査請求はちょっと無理かもしれない

けれど、事務監査請求、こういうことなんだよということで、私は一川目の人

たち、あるいは町内の人たちに知らしめれば、５０分の１なんていうのはすぐ

に集まるんではないかなと。別にそれが最終的な目的は達成されようがどうか。
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されなくても、こういう実態だということを公に知らしめるには、十分なこと

になるのではないかなというふうに思っている。 

でも、予算というのは大事だし、この前もしゃべったように、めったに反対

できるものではない。調製して提案する期限だってちゃんともう法で決められ

ている。そういう中であって、暫定予算とか何とかそういうことは、議員とし

て私はできないと思うし、だから予算の執行だけはしないでくださいと、改め

て申し述べて、私の質問を終わります。 

 

平野委員長  松林委員。 

 

松林義光委員  今の一川目生活会館の件につきましては、一般質問初め、今もるる聞きまし

た。そして、地元の議員として、この生活会館は不要であると、行政の怠慢で

ありませんかという話であります。そこで課長、地元の議員は要らないんでは

ありませんかと。でも、町内会の代表である会長は必要な施設であると何回も

答弁しております。 

 そこで確認をいたします。本当に地域にはコミュニティホール、生活会館、

必要であると断言して、この議場で言えるかどうかお聞きしたいと思います。 

 それから、解体の話もいろいろ調べているようでありまして、今お話が出て

おります。今この生活会館を解体した場合、国にどのくらい返還しなければな

らないのか、その金額を教えてください。 

 それから、もう１点、４２ページのデマンド交通運行業務委託料、これもお

とといの一般質問のやり取りを聞いておりました。利用者は増えている傾向に

ありますという話ですからうれしいことかなと、こう思っております。 

 そこで、要望として、町外にも運行してもらいたいと、そういう要望もある

と話がありました。そこで、私として、町外の病院、例えば三沢市立病院とか、

そこに運行ができないのか。その点をお伺いしたいと思います。 

 

平野委員長  まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（田中淳也君） 

 ２点ほど質問がありましたので、お答えいたします。 

 コミュニティホールと生活会館、必要であるかどうかということで、私たち

では所管しております集会施設が町内会の持ち物も含めて４１あります。町所

有の者も１８だったかなと思いますけど、所有しております。それ全体を管理

する中で、長寿命化等も考えて、一川目生活会館だけではなくて、施設の状況

を、毎年確認をして使える、使えない。使うために補修をするというような形



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－１９－ 

で、毎年ローリングをして今の形になっておりますので、補修をして使うほう

がいいだろうと。それは取り壊しとか、次の更新費用も考えてのトータルのコ

ストで、長期的なコストを下げるということで考えておりますので、必要であ

ると判断しているものであります。 

 防衛省の補助金の金額は、防衛省と話をしているわけではありませんが、単

純に計算すると、４７年経過しておりまして、処分制限期間が６０年でありま

すので、大体補助金から割り返しますと、大体５００万程度が返還になるのか

なと思っております。 

 以上です。 

 

平野委員長  あと、デマンドバス。 

 政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 それでは、お答えをしたいと思います。 

 ４２ページのデマンド交通運行業務委託料に関連いたしまして、三沢の市民

病院まで運行できないものかというご質問でございました。町外まで運行でき

ないのかというご質問でございますけれども、こちらのデマンドバスを運行す

るに当たりましては、まずは国土交通大臣の許可というものが必要になりまし

て、許可をいただくためには、様々な手続が必要になりますけれども、そうい

う手続を踏まえて、大臣から許可をいただければ、町外まで運行することに関

しては、手続上はできないことはございません。 

 ただ、コミュニティバスということで、町が経費を負担して、運行している

バスでございますので、やはり町外まで運行していくのは、やはり難しいのか

なと認識しております。 

 要は行先が町外ということになりますと、どこまで行けるのか。範囲も大分

広くなりますし、送っていくだけではなくて、今度帰りも当然迎えにいかなけ

ればならないということもあります。そういう意味では、町を出て行って乗せ

てくるということは、タクシーもそうですけど、運行区域というのが決められ

ておりますので、そこから乗せてくるというのはなかなか難しいのかなという

のもございます。 

 また、例えばの話で申しますと、三沢の市立病院はいいですよということで、

仮にそういうふうにしてしまえば違うところ、例えば八戸の市民病院はどうな

るのとか、そういう意味で歯どめが効かなくなるおそれもございます。 

 あとは、今のデマンドバスというのは、タクシーとほぼ同じようなサービス

でございまして、なおかつ料金も安価に設定しているということでございます
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ので、行先もある程度条件を緩和することによりまして、タクシーを利用しな

いでおいらバスを利用する方が多くなりますので、今度はタクシー事業者の経

営に大分影響があるのかなと認識しております。 

 そういうことで、制度上、大臣の許可を得られれば可能ではございますけれ

ども、町外に出て行って乗り降りさせるというのは、なかなか厳しいのかなと

認識しております。 

 以上です。 

 

平野委員長  松林委員。 

 

松林義光委員  生活会館、２，８００万余りかけて補修をする。詳しくは私、分かりません。

その位置も分からないし、建物の老朽化も分かりません。ですから、無責任な

質問かもしれません。ただ、何かいい方法ないですか。この２つの生活会館と

コミュニティホール、何が何でも２つを使わなければならない。そういうこと

になるんですか。この２，８００万円のお金を有効に使うことはできないんで

すか。 

 それから課長、５００万ぐらいのお金を国に返さなければならない。これは

推定の金額でしょう。課長が考えている金額だということでいいですね。 

 それから、町民バスは今まで運行してきましたけども、それは病院等に配慮

はしてなかったんですか。病院に通院するのに町は配慮していなかったという

ことでよろしいかどうかお伺いいたします。 

 

平野委員長  簡潔に答弁してくださいよ。補足は要りません。 

 副町長。 

 

副町長 

（小向仁生君） 

 先ほど、西館議員のところでもお話しすればよかったのかどうかと思います

けども、ただいまの質問に関しては、２つの建物が存在するということで、い

い方法がないのかという話なんですけども、先ほど来、言っておりますとおり、

町内会の意思に基づいて存続させるということで決定したところです。 

 その決定の内容は何かと言いますと、確かに古い集会施設、コミュニティセ

ンターを即壊してもいいんですけども、ただ、そうなったときに、厨房がない

ということで、それから小会議室もないということで、それらを設置するに当

たっては、今の集会施設への補助基準からいきますと、応分の費用を町内会も

負担しなければならないということになります。それをやらないと、今現在よ

その町内会から不平・不満が出てくる。ルールに反したことをやっているんで
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ないかと、特別に一川目だけ見ているんではないかということになりますんで、

そこはまた避けたいなという思いがして、町内会長とも相談していたところで

す。 

そういうところで、今の建物、屋根の雨漏りをしているというようなことで、

屋根の防水修繕もしていかなければいけないということで、この金額に膨れ上

がってきたということで、ご理解いただきたいと思います。 

この後、長寿命化計画に基づいて修繕を行って使用しますと、あと１７年か

ら２０年は使えると。そうなった場合に、その２０年使っている間に、町内会

としても、余力が出てくるかもしれないということで、そうなったときには、

町内会から応分の負担をいただいて、集会施設の建設に当たっての補助基準に

基づいて建てていく、増築していくことも可能かと思います。それをやらない

と、今後は同じような建物が藤ヶ森生活会館、それから二川目の生活会館、こ

れらも一川目と同じように、当時旧百石の時代に、公民館の分館として建てら

れた経過もあります。町が全部管理していたと。ところが実態は、もうよその

町内と同じように、町内会のコミュニティー施設であるよということで運営さ

れてきていますんで、今度新しく建て直すときには、先ほど来言っております

よその町内会との基準と照らし合わせて、全て建物を建てていかなければいけ

ないということなので、そういうのを考えると、やっぱり応分の負担も、今は

そこまで町内会としても余力がないということで、当面一川目は使っていきま

しょうということだと私は解釈しております。 

以上です。 

 

平野委員長  政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 それでは、おいらバスのことに関して答弁したいと思います。 

これまでも運行しておりましたが、町民バスにつきましては、三沢駅の東口

に停留所が１カ所設けられておりまして、そこだけは町外に一瞬だけ出ます。

それ以外は、町内のみを運行しておりまして、例えば三沢市民病院まで行くよ

うな路線にはなっておりません。 

以上です。 

 

平野委員長  松林委員。 

 

松林義光委員長  今日の東奥日報も見ました。青森県の人口は、これからかなり減少するとい

う話であります。幸いにおいらせ町は、プラスマイナスゼロであります。です
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から、行政も勇敢に進めてもらいたいと思っておりますし、今のデマンドバス、

町外の病院に行くことも真剣に考えてもらいたい。そのことを要望して質問を

終わります。 

平野委員長  ほかにございませんか。 

 佐々木委員。 

 

佐々木勝委員  ４０ページの１２節なんですが、新庁舎建設基本計画作成業務委託料という

ことで１，０００万上がっていますが、どこまでの計画の委託料なのか、その

内訳を教えてもらえればと思います。 

 

平野委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 ４０ページの新庁舎建設基本計画作成業務委託料の関係でございます。 

 こちらで想定いたしておりますのが、どの位置にどういった建物を建てるの

か。そのレイアウト、それから建物の概要です。それから、その策定過程にお

いて、住民等とのワークショップ等も考えていきますので、そういった経費も

含めてのものでございます。 

今の時点では、まだエリアでありますので、絞り込みをする際に、用地を絞

り込みするもの、それからどういった建物にするのか。その概要を決めるため

の業務委託料でございます。 

以上です 

 

平野委員長  佐々木委員。 

 

佐々木勝委員  場所はもう当初から予定していた場所という考えでの計画委託なんですか

ね。 

 それと、例えば地盤とかそのほかいろいろ調査しなくてはならないと思うん

ですが、この時点ですと、今、町民の方が関心を持っているのは場所ですね。

例えばそこの場所を決めて、その場所に対しての計画作成と考えれば、また町

民からの声が変わってくるとは思うんですが、その辺いかがお考えでしょうか。 

 

平野委員長  総務課長。 

 

総務課長  お答えいたします。 
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（成田光寿君）  場所につきましては、これまでの議会の質疑のやり取りでもお答えしており

ますが、現時点ではまだエリアの段階であります。町で、このエリアの中で庁

舎と病院を建てていきたいというものであります。 

 用地確保については、個別にまだ地権者の方にはお話ししておりませんので、

具体的にその地権者の方の同意を得られないと、この事業そのものも進められ

なくなりますので、まだその段階まで行っておりません。この後、地権者の方々

にきちんとご説明をして、ご理解をいただいた上で、ちゃんとした具体的な場

所を決めていきたいと思っております。その上で、どこの場所にどういった建

物を建てるかという作業に入る予定であります。 

 以上です。 

 

平野委員長  佐々木委員。 

 

佐々木勝委員  分かりました。 

 ３カ所なのか、２カ所なのか。その辺全部取りあえず検討してみるというこ

とで考えていいのか。１カ所で絞っていいのか。ちょっとうまく言えないんで

すけども、提案された取りあえず丸印の１カ所、２カ所、３カ所ありましたけ

ど、最初はジャスコのところと、あとその上ですよね。１カ所に絞って委託す

るのか。その辺もう１回確認したいんですけど。 

 

平野委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 今３カ所というお話が出ました。議員全員協議会の際に、町からも候補地の

説明した場合に、イオンモール下田周辺の中で３カ所の場所を提示いたしまし

た。 

具体的に言いますと、間木・百石１号線のストレートの道路に、角弘スチー

ルの北側のところ、それから２番目がイオンモール下田の西側のところ、もう

１つが国道４５号の３カ所であります。その中で町の考え方としては、イオン

モール下田の西側が適地であろうということで、案を提示したところでありま

す。今回、基本設計業務を進めていく上では、そこの場所を前提に進めていく

予定であります。 

先ほども申し上げましたが、まだ地権者の方と一切お話はしていません。ま

だ確約もとれておりませんので、その辺も含めて、これから作業していきます

が、４月すぐにその作業を進めていくものではなくて、ある程度期間をもって
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進めていきたいと考えてございます。 

以上です。 

 

平野委員長  日野口委員。 

 

日野口和子委員  先ほどの松林議員の意見に全く賛成です。特に私どもの北部は今、高齢化し

ていて、免許も返納している方たちも多いです。それこそ三沢の病院にかかっ

ている人たちはいるんですよ、実際に。車、タクシー呼ばねばいいよ。だから

私のに一緒に乗って行こう。一緒に行こうと連れていくこともありますけども、

そういう地域、地域、もちろん旧百石側になると、またそっちも八戸に行って

いる人もいるだろうけども、現在私が知っている限りのことで言えば、北部の

人たちはほとんど三沢に行っています。今、下田東クリニックも閉院して、あ

そこに外科も内科でも両方来てくれれば一番ベストなんですけども、歩いてで

も行けますから、そういう事情もあって、このデマンドバスの交通を病院に限

ってやれないかなと思っておりますけどいかがでしょうか。 

 

平野委員長  政策推進課長。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 それでは、日野口委員のご質問にお答えをしたいと思います。 

 住民の方が病院に限ってということでの……。 

 

平野委員長  できるかできないかだけ、ちゃんと教えなさいよ。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 はい。 

 

平野委員長  できるかできないか聞いているから。 

 

政策推進課長 

（柏崎勝徳君） 

 失礼しました。 

 病院に限ってということでのお話でもありましたけれども、病院としても、

三沢の市民病院だけではなくて、先ほどご質問の中でも出ましたが、八戸もあ

りますし、十和田もあります。そういう意味では、松林議員にも答弁をいたし

ましたけれども、もう限りはなくなってしまうということが、まず第一にある

と思いますので、町民の方々のご要望というのは、十分に承知はしております

けども、大変難しい問題だなと認識しておりますので、現段階ではできないと

いうことでお答えをしたいと思います。 
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 以上です。 

 

平野委員長  澤上委員。 

 

澤上 訓委員  ３５ページの職員メンタルヘルス対策委託料、これもう少し詳しく説明して

ください。 

 

平野委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 ３５ページ職員メンタルヘルス対策委託料７８万３，０００円の内訳でござ

います。こちらは職員に対しまして、年に１回ストレスチェックというものを

やっております。全職員に対して、どれぐらいのストレスがあるかどうかを調

べる調査票がありまして、それを調べた上で、それを分析して、さらにアンケ

ートをとって、高ストレスと出た場合は医師面談を行うとか、そういったもの

の経費でございます。 

 以上です。 

 

平野委員長  澤上委員。 

 

澤上 訓委員  一般質問でもよく休職している職員が結構出てきているということを聞いて

いまして、このメンタルヘルスの対策委託料というのは、これは実際に休職し

ていない人たちを対象にしたものということでしょうか。それとも、休職して

いる人たちの事後のサポートみたいなものというのは、何らかの形で行われて

いないのかどうか。そこをお聞きしたいです。 

 

平野委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 まずここの委託料で想定しているのは、町職員全員であります。健康を害し

ている者、害していない者問わず健康な職員も含めて、全職員に対してストレ

ス度を判定するための委託料であります。その中で高ストレスが出た場合は、

医師面談ができるというものであります。 

 中には、心の不調等で休暇・休職等をとっている職員もいますが、その方た

ちは当然専門の医療機関に通院するなり、あとは服薬を行うなり、そういう診
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療をするために休暇しておりますので、その診療過程の中で本人たちは体調を

戻すようなことをしているかと思っています。 

当然、町側も時期に応じて本人と面談等して、心の病の回復状況がどうかと

いうのはしてございます。 

以上です。 

 

平野委員長  澤上委員。 

 

澤上 訓委員  分かりました。 

 やっぱり実際に休んでいる人たちとのコミュニケーションというか、町側と

それから病院、当然病気みたいな形になっていると思うんだけども、病院の先

生とのコミュニケーションといいますか、例えば総務課でこれからどういう対

策をしていくのがいいのかとか、いろんな対策を考えていく上で、非常に重要

な役割になるんではないのかなと思っていたもんですから、その辺のところは

どういうサポートの仕方をしているのか、ちょっとお聞きしたいと思っていま

した。 

 

平野委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 はっきり言いますと、ケース・バイ・ケースであります。その職員、心の不

調で休んでいる職員、人それぞれその背景にあるものは異なりますので、人事

担当課と所属長と医療機関との様々なやり取りが必ずしもあるかといえば、そ

ういうわけではなくて、そのときそのときによって違う場合があります。あく

までもその本人に必ず確認をいたします。休んだ後に復職する際に、復職プロ

グラムという訓練するものがありますので、そのプログラムを利用するのかど

うか、あとは医療機関、担当医師からのサポート、指示書もいただきながら、

それも参考にしたりとか、先ほども言いましたように、あくまでもケース・バ

イ・ケースで、場合によってはお医者さんと役場も関わりながら復職に向けた

サポート等、できることがあるんであればそういう対応するなりやっておりま

す。 

 以上です。 

 

平野委員長  ほかにございませんか。 
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（委員席）  ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第１款から第２款までの質疑を終わります。 

ここで暫時休憩をいたします。１１時３０分まで休憩いたします。 

 

 （休憩 午前１１時１５分） 

 

平野委員長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

 （再開 午前１１時３０分） 

 

平野委員長  委員の皆様にお願いを申し上げます。 

 質疑の趣旨は、明確に質問していただきたいと思います。 

 それから答弁者の方についても、質問の範囲を超えない、答弁を極力抑えて

ください。お願いします。 

 

平野委員長 それでは、次に、第３款民生費から第４款衛生費までの質疑を受けます。 

 説明書５９ページから７９ページです。 

 質疑ございませんか。 

 

（委員席）  ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、第３款から第４款までの質疑を終わります。 

澤上委員。 

 

澤上 訓委員 １点だけです。 

衛生費４款３項１目の新規事業ですね、これ。節水ヘッド購入助成金３００

万。 

平野委員長 澤上委員、何ページですか。 

 

澤上 訓委員 ７８ページです。 

この節水シャワーヘッド購入助成金というのについて、詳しく教えてくださ

い。 

平野委員長 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

それでは、お答えいたします。 

今回令和５年４月１日から、下水道料金改定が始まります。それに伴う、一
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般の住民向けの支援策ということになります。 

既存住宅の浴室のシャワーヘッドあります。あれを購入する方について、そ

の費用の２分の１、３，０００円を上限として町が支援するものであって、そ

れを購入することによって、なるべく料金も抑えられればという支援策です。 

申請できる方につきましては、おいらせ町に住民登録をしている方というこ

とで、新築する方は対象外ということになります。申請は同一世帯で１回限り

ということになります。 

助成対象となるシャワーヘッドは、メーカーで節水型ですよということで取

扱説明書とかに書いてありますので、それを申請書に添付して、地域整備課に

申請していただくという内容になっています。詳しくはホームページに周知し

ております。申請の仕方から何からということで、丁寧に説明しておりますの

で、そちらもご覧いただければと思います。 

以上です。 

 

平野委員長 澤上委員。 

澤上 訓委員 これ１回限りという話、今、ありましたので、一世帯に２個とかという複数

の数は与えられるものかどうなのかということです。 

それから、この３００万というのは、大体どれぐらいの数を想定してのもの

なのかなと。今後増えていけば、また補正で追加するとかということも考えが

あるのかどうか。その辺のところをお聞きしたいと思います。 

 

平野委員長 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

それでは、１点目お答えします。 

１世帯に例えば浴室が２つあって、シャワーヘッドも２つありますよという

方につきましても、１世帯１個という考え方でお願いしたいということで取り

あえず考えていました。 

２点目の予算のところ、当町の令和４年１１月時点の世帯数１万７８５世帯

あります。今回の積算としますと、上限が３，０００円ですので、それの１，

０００件、１，０００世帯分ということで、取りあえず当初予算に盛り込んで

おります。ただ、状況に応じて、件数が多い場合は、今後補正なりで対応して

いきたいということで考えておりました。 

以上です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 
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（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、第３款から第４款までの質疑を終わります。 

次に、第５款労働費から第７款商工費までの質疑を受けます。 

 説明書７９ページから９２ページです。 

 質疑ございませんか。 

 楢山委員。 

 

楢山委員 ８９ページです。農林水産業費の中の漁港整備費についてですが、区分１８

のところに、県単独漁港施設事業費負担金ということで、先ほど説明がありま

したけども、これ延伸した岸壁のその分の負担金ということですか。これはあ

と何年払わなければならないのか。それからもう１つが、その効果がちゃんと

あるのかどうか。それをお聞きしたいと思います。 

 

平野委員長 農林水産課長。 

 

農林水産課長 

（西舘道幸君） 

お答えいたします。 

８９ページの６款３項２目の漁港整備費の県単独漁港施設事業費負担金２３

０万のことですが、これは漁港整備の費用ということではなくて、漁港内に船

を停泊させるためのタイヤの少し大きいもの、これを県の単独事業で、前から

漁協さんから要望があって、船をとめる場所が少ないということで、漁港内の

南防波堤、今停泊している反対側にその施設をつくってほしいという要望がご

ざいまして、県の単独事業でその予算がつきましたので、今回ここに計上した

ものでありまして、船を停泊するためのタイヤ状のもの、要するに安全に船が

とめられるような施設の整備をするための予算になりますので、漁港整備とは

別の予算ということになります。 

以上です。 

 

平野委員長 楢山委員。 

 

楢山 忠委員 それについては分かりました。 

さっき私が言った岸壁の延伸の関係についてはどうなんですか。分からない

んですか。 

さっきも言ったように、延伸させたことによって砂の浮遊の関係が止まった

のかどうかということ、それからまた漁港の浚渫の関係も今回は載ってないん
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ですけども、何年に１回はやらなければならないのかどうか。それも教えてい

ただきたい。 

 

平野委員長 農林水産課長。 

 

農林水産課長 

（西舘道幸君） 

それでは、今後の漁港整備の部分へのご質問ですのでお答えいたします。 

漁港整備の部分につきましては、一昨年県で漂砂に関する検証を行いまして、

その結果としては、漁港整備、機能強化の事業で、大分漂砂は収まってはきて

いますが、当初の計画にはまだ到達していないということと、あと波の状況、

海の環境が変わって、結構強い波が来るということで、南の防波堤を超えてく

るという状況もあったりして、ちょっと今の状況では操業に対して危険な状況

がある部分と、まだ漂砂も収まっていないということがありまして、県として

は、令和４年度と５年度に県の単独事業で詳細の測量調査を実施して、今後の

漁港整備の方向性を、再度詳細調査を入れて検討していこうということで、今

取り組んでいるところであります。 

それで漂砂ですけども、この予算の中で、先ほどの県単事業の上に、機能保

全事業費負担金６００万計上されておりますが、これが漁港内の漂砂を除去す

るための負担金になりまして、１０分の１の負担ということになりますので、

これについては、現状ではやはり毎年何らかの作業、浚渫をしないと、漁港内

及び出入口が閉塞される状況が改善されませんので、新たな漁港整備が進むま

では、この機能保全をしながら、漁港を活用していくことになるかと思います。 

以上です。 

 

平野委員長 楢山委員。 

 

楢山 忠委員 よく費用対効果という話が出てきますけども、これまた県で延伸をしていく

んだということになったら、それに対する負担金をまた続けていかなければな

らないということになるだろうと思うんですけど、果たしてこれいつまでどう

なっていくかというのは、町自体もやはりあそこでの企業効果的な費用、さっ

きから言っている費用対効果の関係で限度が出て来るんではないかなと思うん

ですけども、そこら辺も検討をすることも考えるべきではないかなと、そうい

うふうに思いますけどもいかがですか。そこら辺教えてください。 

 

平野委員長 農林水産課長。 
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農林水産課長 

（西舘道幸君） 

今おっしゃるとおり、今後の漁港整備がどうなるのかと、いつまで浚渫をし

なければならないのかというお話ですが、ただ、今の漁港のままですと、ここ

に計上している予算のように機能保全ということで、浚渫を毎年行わなければ

ならないという状況があります。 

その状況の中で、県の認識としては、このままでは町に移管することは県と

してもできないと。町としても、このまま移管を受けますと、毎年の浚渫費用

がかさんできますので、なるべくそういうことは避けたいなと。移管を受ける

に当たっては、やはりあくまでも閉塞がある程度改善された状況の中で町に移

管を受けて、町がこれから管理していくというほうが、費用対効果的には、今

までどおり１０分の１の負担で整備もできますので、そういったことで、県と

も協議していく必要があるのかなと思っております。ただ、県で詳細調査を行

って、どういうふうな整備を今後していけばいいのかという部分もありますし、

今後国の予算そのものが採択になるかという部分も絡んできますので、その辺

を含めながら、県と町とで歩調を合わせながら、今後進めていく必要があるか

と思っております。 

以上です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

馬場委員。 

 

馬場正治委員 ページ数でいえば、９１ページです。 

７款商工費の中の３目観光費についてですけれども、９１ページの１２節委

託料ビックパワーテント設営撤去業務委託料の２８万９，０００円、それと１

８節町観光団体支援事業費補助金１，２９１万７，０００円、この２項目につ

いてですけども、新型コロナの上陸前は、毎年観光協会及び町が主催するイベ

ントの予算として１，５００万円前後を組んでいたと私は記憶しておりますけ

ども、３年間全ての行事を中止にせざるを得なかったということで、また今年

から復活する予定での予算の計上だと思いますけども、ビックパワーテントの

設営、撤去は、私の推測では百石まつりの開催による中央公園へのビックパワ

ーテントの設営だろうと思います。その確認と、鮭まつりが廃止になったとい

うことで、それに代わる町及び観光協会主催のイベントを何か検討されている

かどうかお聞きしたいと思います。 

 

平野委員長 商工観光課長。 
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商工観光課長 

（柏崎和紀君） 

まずビックパワーテントですが、委員おっしゃるとおり、百石まつりの開催

に伴って、中央公園に大きなテントを設置するものでございます。 

続きまして、鮭まつりに代わる新たなイベントということですけれども、町

長の所信表明でありましたが、下田公園、町の観光地・観光資源として大変魅

力的だということで、こちらを活用して、あの辺一帯のふるさとの森のイベン

トホールや農村環境改善センター、白鳥の家で下田公園・キャンプ場等を活用

して、ステージイベントであったり、農村環境改善センターでは郷土料理の実

習といいますか、つくる体験、あるいはチェーンソーカービングということで

作成していただくような催しとか、あとは白鳥の家ではモスボールといって苔

玉づくりとか、あとはキャンプ場であとは木登り体験とか、そういった体験が

できるようなイベントを一体的に、また、これは観光物産協会だけでなくて、

町内の食改善グループとか向山の駅の愛好会とかそういった民間の団体といい

ますか、グループ等と共同で行いたいということで、今計画をしているところ

です。それに対して、町は補助金を出して支援するという予定にしているとこ

ろです。今これに補助金として上げているのがその一部になります。 

以上です。 

 

平野委員長 馬場委員。 

 

馬場正治委員 鮭まつりに代わるイベントとして、下田公園一帯を、各施設を活用した体験

型イベントということで、大変期待できるなと思います。過去にも、ツリーイ

ングという、下田公園の樹木にロープを使って、上に登っていくという子ども

対象のイベント等が行われていたんですが、多分それも行われるだろうと思う

んですけれども、今の予定では大体何月ぐらいと考えておられますか。 

 

平野委員長 商工観光課長。 

 

商工観光課長 

（柏崎和紀君） 

施設等の空き状況もありますので、７月の上旬を今想定しております。 

以上です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長  なしと認め、第５款から第７款までの質疑を終わります。 

昼食のため、１時３０分まで休憩いたします。 
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 （休憩 午前１１時４８分） 

 

平野委員長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

 （再開 午後 １時３０分） 

 

平野委員長 次に、第８款土木費から第９款消防費までの質疑を受けます。 

 説明書９３ページから１０４ページです。 

 質疑ございませんか。 

 澤上委員。 

 

澤上 訓委員 １０２ページの消防費の３目災害対策費の部分で、ちょっと関連の質問があ

ります。３．１１がもう１２年目に入ったということで、この記憶をやはり消

すことのないように、永続的にこういうものは災害の傷跡を忘れないようにと

いうことで、全国でもあちこちいろんなイベント等が行われております。 

今年度はあさってかな、１１日は。町では何か計画があるのか。それからこ

この部分では、新年度の３月もそういう事業は何も考えていないのかどうかと

いうことでお聞きしたいと思います。 

 

平野委員長 まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（田中淳也君） 

お答えいたします。３．１１の１２年がたってイベント等ということでお答

えをします。 

令和４年度今週の土曜日になりますけども、イベントということではなくて、

３月１１日の１４時４６分にサイレンを鳴らして、黙禱をお願いするという放

送をかけることにしております。 

令和５年度においても、同様に震災を忘れないということで考えております

けど、その他のイベントということでは、現在のところ考えておりません。 

以上です。 

 

平野委員長 澤上委員。 

 

澤上 訓委員 分かりました。 

このサイレンというのは、毎年じゃあ続けていくということなんですか。 
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それから、お金はたくさんかける必要も何もないと思いますので、やはりこ

の記憶をずっと後々まで伝えていくための何らかの、例えば明神山のタワーあ

りますよね。ああいうところを再度また町民の皆さんにも認識してもらうため

にも、何かをやってもいいんではないのかなという気がしていましたので、そ

の辺についてお伺いします。 

 

平野委員長 まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（田中淳也君） 

お答えいたします。 

サイレンを鳴らして黙禱というのは、震災を忘れないためには、引き続き行

っていきたいと考えております。 

お金はかかんなくても何かということなんですけども、一度１０年目の節目

の際には、イベントを行っておりましたので、節目のときにはそういう意見が

あるということで考えたいとは思いますが、いつやるとかそういった具体的に

は決まっていませんので、ご意見を参考したいと思います。 

以上です。 

 

平野委員長 佐々木委員。 

 

佐々木勝委員 ９８ページの１４節の公園等補修工事費なんですが、これはどの程度のどこ

の部分の補修工事費なのかちょっと確認したいです。 

 

平野委員長 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

お答えいたします。 

おいらせ町の公園の遊具等につきましては、毎年点検を行っております。そ

の点検結果に基づいて対応するところなんですけども、今回予算計上しました

のは、洋光台南公園の滑り台とシーソー、こちらもう老朽化が激しいというこ

とで、撤去ということで考えております。 

以上です。 

 

平野委員長  佐々木委員。 

 

佐々木勝委員 その補修工事ということなんですか。違う部分に入るのかちょっと分からな

いんですけど、例えばいちょう公園の街灯とか結構切れている、ちょこちょこ
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補修してもらっているのは私も確認しているんですが、かなり電気切れていま

す。 

それと、今年は冬場、体育館から降りてきて、洋光台に入る入り口の左側の

駐車場、あそこは電気全部切れています。この補修というか違う部分に入るの

かどうか分からないのですが。それと以前に、私、そこの公園の駐車場のトイ

レ、あれをバリアフリー化という話も一般質問か何かでしたと思うんですが、

その辺というのはまた検討というか違う項目に入っているかどうか確認したい

んですが。 

 

平野委員長 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

それでは、いちょう公園等の街灯の件ですけども、街灯の修繕につきまして

は、これとは別に修繕料ということで、そういった小規模な部分的な修繕は別

個予算を取っておりますので、随時情報提供いただければ、そこで対応してい

くことになります。 

トイレのバリアフリーの件です。その後、当課でも一応いちょう公園のとこ

ろに限ってですけれども、トイレの改修なりバリアフリー化に向けて、いろい

ろ調査を行いました。 

結果としますと２カ所、体育館のところとあと洋光台側のトイレ２カ所につ

いてどうだろうということで、いろいろ見積もりとか徴収したんですが、やは

り金額的に１，０００万を超えるということで、なかなか予算的に今難しい状

況ということでご理解いただければと思います。 

以上です。 

 

平野委員長 佐々木委員。 

 

佐々木勝委員 理解はしますが、コロナ禍も落ちついてきて、今年から、来週からマスク外

すか云々とかいろいろ緩和されていますから、また公園に結構来る人がいると

思うんですよ。毎回言われます。このトイレどうにかならないか、前にも私、

話したと思うんですが。公園の入り口ですから、体の不自由な方、お年寄りの

方来ます。予算は分かるんですが、やっぱり顔ですから、その辺を強く要望す

るというかお願いしないと、やっぱ汚く見えるんですよね。顔ですから、その

辺要望プラス検討を至急お願いしたいということを要望して終わります。 

 

平野委員長 馬場委員。 
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馬場正治委員 ９５ページですが、土木費の２目１４節の工事請負費の中で、交通安全対策

工事費４，１８０万円ですけども、最初の説明の中でもお話があったんですが、

具体的にどういう交通安全対策工事を予定しているのかお聞きしたいと思いま

す。 

 

平野委員長 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

お答えいたします。 

交通安全対策工事費４，１８０万円のうち、箇所としますと３カ所を予定し

ております。 

まず、１カ所目ですけども古間木山１１号線、こちらは北公民館のところか

ら西側の道路ずっと稲生川の水路に向けて引く道路ありますけども、そちらの

カラー舗装ということで、事業費としますと１８０万を予定しております。 

続きまして、青葉線、こちらは木ノ下小学校の東側の、今、土側溝と申しま

すか水路のところがあります。こちらは交通安全プログラムで地域の住民また

は学校の先生から、住宅の宅地化が進んだので、そういう歩行区間がほしいと

いうことで要望がありましたので、そこの土地がたまたま役場の水路敷で土地

が残っていたもんですから、用地買収せずに整備を進められるということで、

こちらは２，０００万を予定しております。 

最後なんですけども、緑ヶ丘２号線、こちらも稲生川の水路のふたがけとい

うことで、延長的には４５０メートルありますけども、取りあえず令和５年度

の予算としますと２，０００万、ただ、こちらは１年で終われない見込みなの

で、次年度二、三年かけて整備していければということで考えております。 

以上です。 

 

平野委員長 馬場委員。 

 

馬場正治委員 ２つ目の木ノ下小学校東側については、ちょっと聞き取れなかったんですけ

ども、何とおっしゃいました、何をつくると。町有地に何を整備するんですか。 

 

平野委員長 馬場委員、マイクちょっと近づけて言ってもらえれば。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

説明不足で申し訳ございません。 
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馬場正治委員 ゆっくり言ってください。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

今の町有地を使って路肩改良ということで、歩道のアスファルト舗装を行う

予定をしております。 

以上です。 

  

馬場正治委員 了解です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、第８款から第９款までの質疑を終わります。 

それでは、第１０款教育費から第１３款予備費までの質疑を受けます。 

説明書１０４ページから１２５ページです。 

質疑ございませんか。 

澤上委員。 

 

澤上 訓委員 私は１２２ページ、１０款５項１２節の委託料ですね。町民プールの管理業

務委託料ですか。これについて、先般この町民プールのいろんな変更等がある

というようなことで説明がありました。 

開館日数が大体約１カ月分減るというような形になっていましたけれども、

この予算額を見ますと、前年度に比較して３４１万９，０００円増えていると

いうことになっているんですけども、これはどうしてこういう３４１万９，０

００円の増になったのかという点を教えていただきたいと思います。 

次に、いちょう公園テニスコート照明塔改修工事費、１４節の工事請負費で

すね。私もこのＬＥＤ化には賛成です。できれば、この以前に使っていた照明

が、どれぐらい年間かかっているのか。ＬＥＤ化すれば、それがどれだけ効果

として現れるのかも、もし分かりましたら教えていただきたいと思います。 

それからもう１点、同じく工事請負費の一番下の下田公園野球場安全設備設

置工事３３５万２，０００円、これの安全ラバーの設置、ちょっともう一度説

明をお聞きしたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

 

平野委員長 社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 それでは、３点ご質問いただきましたので、お答えしたいと思います。 
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（三村俊介君） まず１点目、町民プールの委託料の件ですけども、こちらにつきましては、

昨年度から増額になっているというご質問でした。 

これについては、当初予算では例年どおり同じ開館期間での予算要求をして

おりまして、実際にこれから規則で１カ月短縮するということ、短くした上で、

予算は減額になると、１カ月分ですね。そういう考え方で対応しております。 

あともう１つ、増額になっている理由ですが、やっぱり人件費がかなり増額

になっています。一人当たりの人件費が、業者の見積もりで結構増額になって

いるし、資材も高騰しているということで、トータル的に委託は増額になって

いるんですけども、実際はもうちょっと減額になると、期間短くなれば減額に

なるということでご理解いただきたいと思います。 

続きまして、２点目のいちょう公園の照明の関係になります。ＬＥＤ化すれ

ば、どの程度電気料削減になるかということでございますけども、こちらで試

算したところ、現在いちょう公園自体は、テニスコートとかそういうくくりで

はなくて、全体で電気料幾らということでかかっておりまして、大体月３０万

とか４０万ぐらいかかっております。ＬＥＤ化すると、そこのテニスコートの

部分に関しては、大体７５％削減できるということで、これはあくまでも数値

的な、データ的なこちらの予測ですけども、大体７５％程度テニスコートの照

明は削減できるということで予測しております。 

３つ目ですけども、ラバーの設置の件でございます。これは国民スポーツ大

会で指摘事項ということで、あそこの下田公園の野球場の周りに側溝があるん

ですけども、そこが試合するのにちょっと危険で、国スポの大会を行うにはち

ょっと改修が必要だということで、そこの側溝の上にラバーを、ゴムシートで

すけども、それを設置するということで、安全対策を図る工事となっておりま

す。 

以上です。 

 

平野委員長 澤上委員。 

 

澤上 訓委員 分かりました。 

まず、プールに関しては、これから若干下がるということで、分かりました。 

それから、ＬＥＤですけども、やっぱり非常に効果が出るというのは分かっ

ていましたけれども、７０％ぐらいと言っていましたっけ。それは非常にいい

ことだと思います。今後とも両公園、そういうＬＥＤ化できるところはきちん

とＬＥＤ化して削減できるような、形をとってもらえればなと思っております。 

それから安全ラバーというのは、さっき私ラバーと言ったから、フェンスに
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対してクッションつけるということの話なのかなと思って、その割に３３５万

２，０００円というから随分安いなと思っていたんですけども、側溝の下にゴ

ムを敷くということですよね、ゴム状のものを敷くと。 

分かりました。それであれば納得です。 

以上です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

佐々木委員。 

 

佐々木勝委員 今、澤上委員からもお話があった１２２ページのいちょう公園テニスコート

照明塔改修工事なんですが、今までというか、人がいなくても電気がついてい

るときがあったんですよ。時間も何時から何時まで貸しというか使用料なのか。

結構あれ明るかったんですよね。だから、どういう部分で改修なのか。結構夜

ソフトテニスの人たちが練習しているのは見ていますが、練習が終わってから

も、電気がずっと１時間ぐらいはついていると。ない日もついている場合があ

りますと。そういう部分でも結構電力料かかっていると思うんですが、その管

理とかそういった指導はどういうふうになっているのかお伺いしたいんですけ

ど。 

 

平野委員長 社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（三村俊介君） 

それでは、お答えいたします。 

今のいちょう公園のテニスコートの照明の件ですけども、こちらにつきまし

ては、借りる団体とか個人で夜間借りるとなれば、その時間帯は、照明は点灯

している状況でございます。 

ただ、こちらで照明、テニスコートの使用と合わせて、照明の分も使用料と

いうことでいただいておりますので、基本的には借りる団体が使用していてい

る時間は、照明はついているということで考えております。 

 

平野委員長 佐々木委員。 

 

佐々木勝委員 そうだとは思うんですが、終わった後もついているんですよ。それはそれと

して使用料もらっているからつけっぱなしでもいいということにはならないと

思うんですが、その辺というのは管理というか、そういった確認は、誰がやっ

てどういうふうになっているのか知りたいんですけど。 
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平野委員長 社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（三村俊介君） 

お答えいたします。 

使用する団体で使用が終われば、当然終わった旨をいちょう公園の体育館の

管理に伝えて、管理人、委託業者になりますけども、そちらで消灯の処理した

りとか、そういった終了の処理を行うということですので、基本的には委託業

者で、そこは対応しているという状況になります。 

以上です。 

 

平野委員長 佐々木委員。 

 

佐々木勝委員 それは分かるんですけども、無駄な電気というのは結構気になったもんで、

その辺ちょっと今、確認したかったんですが、終わった後も借りている時間だ

からつけとくということだと思うんですが、その辺全然融通が利いてないな。

電気料だけ払っているんではないかなという感じがしたので質問しました。 

以上です。 

平野委員長 楢山委員。 

 

楢山 忠委員 これどこで質問すればいいのかと考えましたが、１０７ページを見ていただ

きたいと思います。１０７ページの１８負担金のところで、日本スポーツ振興

センター共済掛金負担金というのが書いてありますが、私はこれのことばっか

りではなくて、第８０回国民スポーツ大会に対する町の姿勢がどういうふうに

なっているのかということが知りたいんですけども。 

 

平野委員長 社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（三村俊介君） 

それでは、国民スポーツ大会の件でご質問いただきましたので、お答えした

いと思います。 

こちらにつきましては、試合自体は令和８年度に、先ほどご説明しました下

田公園で軟式野球の試合が２試合行われる予定となっております。それに伴っ

て、もう準備は進めておりますけども、来年度以降になりますが、実行委員会、

町で委員会を立ち上げて、大会に向けて進んで行ったりですとか、あとは宿泊

施設とか避難施設とかいろんな各種計画を策定したりですとか、あとは実際の

球場とか競技場の改修工事ですとか、様々な業務に取り組んでいくということ
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になっております。 

以上です。 

 

平野委員長 楢山委員。 

 

楢山 忠委員 野球だけより、おいらせ町では行われないということなんでしょうか。それ

以外のまずいろんなスポーツをやっている方々があると思うんですが、その人

たちの強化的な要請をする、それらをやる考えがないのか。 

また、この国民スポーツ大会のパラ大会というのか、そっちに実は私のファ

イン・ボールがエントリーされることになりました。これまた全く予算がない

んですよね。ただやってくださいというそれはあるんですけども、そういうの

に対してのいろいろ補助金はないものか、検討いただけないもんかどうか。そ

れを聞きたいなと思います。 

 

平野委員長 社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（三村俊介君） 

お答えしたいと思います。 

国民スポーツ大会の競技、正式競技は軟式野球ですけども、おいらせ町デモ

ンストレーション競技でファイン・ボールですとか空道ですとか、そういった

ものを行うということになっております。 

それと町でも、やっぱり国民スポーツ大会を盛り上げようということで、当

然事前にそれに向けた意識を高めるためのイベント、これは県、あるいは実際

に軟式野球をやる市町村とも連携して当然取り組んでおりますし、今現在もい

ろんなＰＲののぼり旗ですとかチラシですとかいろいろ来ていますので、そち

らを公共施設なり配布した上で、機運醸成を図っているところです。 

最後のご質問になりますが、ファイン・ボールのデモンストレーション競技、

補助がないのかというご質問でございますけども、県の段階ではないというこ

とで、町でということなんですけども、現時点でそういう補助する、しないと

いうのは検討しておりません。今後、当然いろいろ検討が進んでいきますし、

実行委員会も立ち上がりますと、具体的な部分が進んでいくと思いますので、

その段階で検討していきたいと思っております。 

以上です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

田中委員。 
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田中正一委員 １１８ページの区分は１８節の八戸地方えんぶりの調査事業費負担金１０万

６，０００円とありますけども、この内訳をちょっと知りたいなと思っており

ます。 

それと、町郷土芸能連絡協議会活動補助金２９万となっておりますけども、

この金のことではなくて、この練習する会館というんですか。うちは会館と言

っているんですけども、この１つの会館に団体が何人ぐらい入っているものか

ちょっとお聞きしたいと思っております。 

 

平野委員長 社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（三村俊介君） 

それでは、２点ご質問いただきましたので、お答えしたいと思います。 

まず１点目の八戸えんぶりの調査事業費負担金というところでございますけ

れども、こちらでは八戸えんぶりのいろんなえんぶり組があります。八戸だと

か、あと階上、おいらせ、南部町ですか。様々ありますけども、そちらの組の

いろんな例えばすりですとか、えんぶりの舞ですね。あとは用具とか様々あり

ますので、その辺のいろいろ団体ごとに調査するというもの、八戸全体広域で

行うという事業になっております。えんぶり組の調査ですけども、実際は市町

村、広域でその事業の調査を行うということでそういった内容の事業となって

おります。 

続きまして、もう１点ですけども、郷土芸能の関係ですか。そちらの会館の

関係だったんですけども、これは百石の関係のやつですか。 

 

田中正一委員 百石。 

 

社会教育・体育課長 

（三村俊介君） 

何人ぐらいということですか。 

 

田中正一委員 いやいや、各団体、駒踊りとかいろいろあると思うんですよ、百石には。そ

の人たちの練習場所といいますか、そういうのは何カ所ぐらいあるんですか。

獅子舞もありますし、同じところでやっているんですか。どうなっているのか

そこを教えてもらえればと思います。 

 

平野委員長 田中委員、挙手をしてお願いします。 

副町長。 
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副町長 

（小向仁生君） 

私も百石の郷土芸能に携わっている関係で、今の質問、知っている関係上、

私から答弁させていただきます。 

七軒町にある郷土会館に、今現在は太神楽、大権現、駒踊り、えんぶりが入

っております。そして、虎舞はいちょう公園の突き当たりといいますか、そこ

の交流館で行っているという状況です。 

以上です。 

 

平野委員長 田中委員。 

 

田中正一委員 この団体、何ぼ坪ぐらいあるんだか分かりませんけども、あの施設と恐らく

ガスとか様々使うと思うんですよ、水道とか。その辺のところ、水道水ではな

いと。地下水で賄っているというような話もちらっと聞いているんですけども、

私は町の水道を、副町長、みんなで使うんですから、井戸水ではなくて、水道

水を使って安心して汗を拭くなり湯を沸かして飲む。また夏場冷蔵庫に入れて、

冷やして飲ませもいいんではないのかなと思っているんですけども、その辺の

ところは副町長、どう考えていますか。 

 

平野委員長 副町長。 

 

副町長 

（小向仁生君） 

管理に関しては、実はおととしでしたか。トイレが水洗化されてないという

ことで、そのときに水洗化すると同時に、まだ先ほど委員おっしゃったみたい

に井戸水なもんですから、それを水道水に、上水道引っ張ろうということで計

画したんですけども、結果的には多額のお金が水道引き込みにはかかるという

ことで、トイレの水洗化だけに終わったところです。 

そして、その会館の状態ですけども、土地は個人の土地を借りて、それでお

金を払っている状況、それから建物は、町とそれから団体のメンバーが寄附を

出して建てたという状況ですんで、管理そのものは今この使っている４団体の

協議会でもって、運営をしているというところです。ただ、先ほど言いました

土地代の部分に関しては、たしか町から補助金が出ていたと思っておりますし、

またここに出ております補助金２９万円ですか。これらを活用して、運営費に

充てているという状況であります。 

ですから、２町１制度になれば、本来であれば、本村の鶏舞とかそれから神

楽とかあの辺と同じように、町管理の下でそういう建物を維持管理できればい

いんでしょうけども、今現在百石はそういう状況ではないということで、ちょ

っとそういう意味では、運営費がかさんできている関係上、やはりお祭りがあ
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って、そこで町内に出て行って門付をして寄附をもらって、それで運営してい

るという状況です。 

以上です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

松林委員。 

 

松林義光委員 １点だけお願いします。 

１２２ページの下田公園野球場ホームラン識別マット購入費、ちょっと詳し

くお聞きしたいと思います。 

 

平野委員長 社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（三村俊介君） 

お答えします。 

こちらも下田公園の野球場の安全対策ということで、ホームランのあそこの

ところですね。ホームランゾーンのところの上のところに、要はホームランが

識別できるようなマットを設置するという内容になりますけども、ホームラン

ゾーンのずっと端から端まで、安全対策も含めて、外野選手がぶつかったとき

の安全対策と、あとはホームランが識別できるようなマットを一帯に整備する

と、これも国民スポーツ大会の関連事業になりますけども、そういった事業に

なります。 

以上です。 

 

平野委員長 松林委員。 

 

松林義光委員 分かりました。 

国民スポーツ大会ですか。これはこの購入費とか、後々助成があると、一部

の助成があると、そう思ってもよろしいでしょうか。 

 

平野委員長 社会教育・体育課長。 

 

社会教育・体育課長 

（三村俊介君） 

それでは、お答えします。 

１２２ページの主に２つの事業が国民スポーツ大会の事業になります。 

今、説明いたしました識別マットの購入については、これは補助対象外にな

ります。そもそも必要なものと、国民スポーツ大会があるから必要なものでは
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なくて、野球場として必要なものということで、識別マットは補助対象外にな

ります。 

ただ、上の下田公園野球場の安全設備設置工事、こちらについては、国民ス

ポーツ大会が行われるために、安全対策として必要なものということで、この

３３５万２，０００円のうちの２分の１が、これは歳入に措置しておりますけ

ども、国の補助として県から交付されるということになります。 

以上です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、第１０款から第１３款までの質疑を終わります。 

以上で、歳出の質疑を終わります。 

次に、給与費明細書から地方消費税交付金の充当に関する資料までの質疑を

受けます。 

説明書１２７ページから１４３ページです。 

質疑ございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、給与費明細書から地方消費税交付金の充当に関する資料までの

質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに

決しました。 

 

平野委員長 次に、議案第２３号、令和５年度おいらせ町国民健康保険特別会計予算につ
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いてを審査いたします。 

当局の説明を求めます。 

町民課長 

 

町民課長 

（松山公士君） 

それでは、議案第２３号についてご説明申し上げます。 

議案書の８６ページから８９ページをご覧ください。 

本案は、予算の総額を２２億４，０１９万４，０００円で、前年度と比較し

ますと４，６３７万５，０００円、２．０％の減となっております。 

歳入歳出の主なものについてご説明申し上げますので、別冊特別会計予算に

関する説明書をご覧ください。 

まず、歳出について主なものをご説明申し上げます。 

８ページをご覧ください。 

１款総務費の主なものは、１項１目一般管理費として、人件費やシステム管

理経費等４，０８１万５，０００円を計上しています。 

１０ページをご覧ください。 

同じく１款総務費、２項２目滞納処分費として１２６万円を計上しています。 

次に、１１ページをご覧ください。 

２款保険給付費の主なものは、１項１目一般被保険者療養給付費が１２億５，

７２０万円で、前年度比３，６７０万円の減となっており、１項２目一般被保

険者療養費が９５０万円で、前年度比２３０万円の減、２項１目一般被保険者

高額療養費が１億６，９６０万円で、前年度比２７０万円の減となっています。

いずれも一人当たりの医療費の伸びを見込み計上したものでございます。 

１３ページをご覧ください。 

２款４項１目出産育児一時金は７４７万６，０００円で、前年度比１２０万

円の増となっておりますが、これは議案第４号で可決いただきました出産育児

一時金の額の引き上げに伴う増額計上となります。 

続いて、１４ページをご覧ください。 

３款国民健康保険事業費納付金は、１項医療給付費分が４億５，３６７万６，

０００円で、前年度比６０１万５，０００円の増、２項後期高齢者支援金分が

１億７，６９０万５，０００円で、前年度比１，４９１万６，０００円の増、３

項介護納付金分が６，０５５万６，０００円で、前年度比２，３８９万６，０

００円の減となっております。 

１５ページをご覧ください。 

５款保健事業費の主なものは、１項１目特定健康診査等事業費の中の１２節

特定健康診査委託料として１，４２０万円を計上しています。 
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１６ページに移りまして、２項１目保健事業費の保健衛生普及費の中の１２

節人間ドック委託料として１，０４３万５，０００円、成人病重症化予防業務

委託料として４２３万９，０００円を計上しています。 

次に、歳入について主なものをご説明申し上げます。 

３ページをご覧ください。 

１款国民健康保険税は４億７，２２２万２，０００円で、前年度比３，９８

５万円の減となっております。 

続いて、４ページをご覧ください。 

３款県支出金は１４億９，２９０万６，０００円で、前年度比３，７６９万

４，０００円の減となっています。減少した主な要因としては、１節、普通交

付金が減少したものですが、普通交付金は町の給付費に対し、県から交付され

るものとなっておりまして、給付費の減額見込みに合わせて、交付額も減額し

たものでございます。 

続いて、５ページをご覧ください。 

繰入金は、１項一般会計繰入金が２億２，８０３万２，０００円、前年度比

３４６万５，０００円の増、２項基金繰入金は、歳入歳出財源調整のため、３，

５８１万円を計上しております。 

以上で、説明を終わります。 

 

平野委員長 説明が終わりました。 

これより、歳入・歳出全般についての質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

特別会計予算に関する説明書３ページから２５ページになります。 

質疑ございませんか。 

馬場委員。 

 

馬場正治委員 ４ページですけども、３款県支出金、第１項１目保険給付費等交付金の中で、

２節の特別交付金ですけども、保険者努力支援交付金（取組評価分）、その下が

保険者努力支援交付金（事業費分）、聞きなれない項目、名目というんですかね。

どういうことなのかご説明をいただきたいと思います。 

 

平野委員長 町民課長。 

 

町民課長 

（松山公士君） 

馬場委員のご質問にお答えいたします。 

この特別交付金のところの保険者努力支援交付金、取組評価分と事業費分に
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ついてでございますが、取組評価分については、保健事業の特定健診の受診率

ですとか、あとは収納率がどうかといったところで、いろいろな項目で医療費

の適正化、削減につながるものをやっていること、それぞれの市町村がやって

いる部分を比較検討して、それでポイント制にして、それをいっぱいやってい

るとか、特定健診率が上位であるとかいった部分で、県で差をつけて、その分

を努力しているということで、市町村に配分している金額となります。 

事業費分については、そういった取組以外の部分で、事業に関わっている部

分で市町村の状況によって配分されるものとなっております。 

以上です。 

 

平野委員長 馬場委員。 

 

馬場正治委員 簡単に言うと、国民健康保険事業に前向きに、一生懸命取り組んでいると評

価されたご褒美だということのようですけども、これは今の説明では、県がそ

れを、各市町村を比較してポイント制にしているということですが、交付金と

いうことは、これは国から来るものなのか。評価を県がして、それに基づいて、

国が交付するものなのか。 

それと、おいらせ町は、県内４０市町村の中で、国民健康保険の運営につい

て、上から下までどの程度のところにポイントを置かれているのか。評価され

ているのかお聞きしたいと思います。 

 

平野委員長 町民課長。 

 

町民課長 

（松山公士君） 

それでは、お答えします。 

まず、１点目の交付金が国から来るのかということについてですが、まず国

から配分されて都道府県に。その都道府県に配分された額を市町村の取組状況

に応じて県が配分するという流れとなっております。 

あと、現在の当町の努力者支援制度の取組状況についてですが、残念ながら

低い状況になっておりまして、来年度そういった部分も、特定健診数の受診率

を上げたり、あと保険事業も強化して、何とかこのもらえる分のお金を増やし

ていきたいと考えておりました。 

以上です。 

 

平野委員長 馬場委員。 
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馬場正治委員 ３回目ですけども、青森県はもうここ十数年前から、いわゆる短命県日本一

を返上するべく、三村申吾知事を筆頭にいろんな事業・活動をしておられるわ

けですけども、いまだに脱却できていないということで、こういったご褒美を

あげるからもう少し頑張れということだろうと思うんですけれども、おいらせ

町が残念ながら下にいると聞いて、今ちょっと驚いたわけですよね。健診の受

診率とかそういったものがあると思うんですけども、それに対してこれまで何

もしてこなかったとは思いませんけれども、どういう点に力を入れて、これを

挽回しようとされているのかお聞きしたいと思います。 

 

平野委員長 町民課長。 

 

町民課長 

（松山公士君） 

お答えいたします。 

ポイントそれぞれいろんな項目があるんですが、それの低い部分、例えばジ

ェネリック医薬品の通知とかいった部分を、ジェネリック医薬品という後発医

療の医薬品がありますよね。それを使うことによって、薬剤費が安くなるとい

うこともありまして、そういったものの周知とかいった部分を強化すると、そ

のポイントが増えるということもありますので、今その足りない分というか、

もらえてないところをちょっと強化してということで、今回予算にもそういっ

た部分を盛り込んでおりましたので、そういった部分で、今ちょっと全然もら

えてないポイントの部分、そこを何とか強化して頑張って、少しでも上位にな

って、多くお金をもらえるようにしたいと来年度頑張ってまいりますので、ご

理解いただければと思います。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

楢山委員。 

 

楢山 忠委員 １６ページですけども、１６ページの５款保険事業費の中の委託料で人間ド

ックの委託料が１，０００万あるわけですけども、これ例年何名ぐらい受診し

ているのか。また、その受診率が他町村に比べてどうなのか、多いのか少ない

のか。 

それからまた、この受診した際に、１回につき何名ぐらい、がんとかそうい

うのに判明したりいているものなのでしょうか。そこら辺ちょっと教えていた

だきたいんですが。 

 

平野委員長 町民課長。 
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町民課長 

（松山公士君） 

申し訳ございません。ちょっと資料が用意できていませんでしたので、後刻

報告させていただきたいと思います。ドックの人数ですね、大体の。受診率と

いうことは、ほかとの比較という部分で、ちょっと資料を持ち合わせていなか

ったので、すみません。後刻答弁させていただきます。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、歳入・歳出全般についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに

決しました。 

 

平野委員長 次に、議案第２４号、令和５年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計予算

についてを審査いたします。 

当局の説明を求めます。 

学務課長。 

 

学務課長 

（福田輝雄君） 

それでは、議案第２４号についてご説明申し上げます。 

議案書９０ページから９２ページ、特別会計予算に関する説明書の２９ペー

ジから３７ページになります。 

本事業は、奨学資金の貸付けを通して、有用な人材の育成を図るために運営

しているものであります。 

編成しました予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，１８６万８，０００円、

前年度比３７５万４，０００円、率にして２０．７％の増となっております。 
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その主な内容につきましては、特別会計予算に関する説明書の３３ページを

ご覧ください。 

歳出において、１款１項１目奨学資金貸付事業費の２０節奨学資金貸付金と

して、継続分及び新規分を合わせて１，８７２万円、２４節奨学基金積立金３

０９万８，０００円を計上しております。 

次に、それらを賄う歳入については、ページが戻りまして３１ページをご覧

ください。 

３款１項１目ふるさと応援寄附金を含む一般会計繰入金に３１４万３，００

０円、３款２項１目奨学基金繰入金に７０６万５，０００円、次に３２ページ

になります。５款１項１目奨学資金貸付金収入に１，１６５万５，０００円を

計上しております。 

なお、当年度の貸付者は、継続２３人、新規１９人、合わせて４２人を見込

んでおります。 

以上で、説明を終わります。 

 

平野委員長 説明が終わりました。 

これより、歳入・歳出全般についての質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

説明書３１ページから３５ページになります。 

質疑ございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、歳入・歳出全般についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに

決しました。 
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ここで暫時休憩をいたします。１４時４０分まで休憩いたします。 

 

 （休憩 午後 ２時２５分） 

 

平野委員長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

 （再開 午後 ２時４０分） 

 

平野委員長  ここで町民課長より、馬場委員からの質疑について、答弁したいとの申し入

れがありましたので、これを許します。 

 町民課長。 

 

町民課長 

（松山公士君） 

 委員長のお許しを受けまして、先ほどの国民健康保険特別会計の説明の中で

の質問で、楢山議員からの質問で、まず人間ドックの受診者数ですが、令和３

年度において３４２名でした。今年度の分は、まだ集計中でしたので、楢山議

員、質問に対しての答弁漏れということでご説明させていただきます。 

 受診者数は３４２名になります。 

 他市町村との比較については、ほかの市町村との通知等が比較されたものが、

県とかの資料にもないので、ちょっとそこは分かりません。 

 あと、月何名ぐらい病気が判明しているかという部分でいきますと、やはり

このドックとか、特定健診もそうなんですけど、何人かという集計している資

料がないので、ちょっとそこは分かりませんが、そういった重症化というかそ

ういう方が、もし健診結果等があれば、そういう方に勧奨してさらに受診を促

したりとか、重症化予防とかということをやって、保健指導しているところで

す。 

 以上です。 

 

平野委員長 次に、議案第２５号、令和５年度おいらせ町公共下水道事業特別会計予算に

ついてを審査いたします。 

当局の説明を求めます。 

地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

それでは、議案第２５号についてご説明申し上げます。 

議案書の９３ページから９６ページをご覧ください。 

予算の総額を１０億４，５８５万６，０００円とし、前年度と比較しますと
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７１万２，０００円、０．１％の増となっております。 

なお、第２表地方債につきましては、４件の事業について、起債の限度額、

起債の方法、利率、償還の方法を定めるものであります。 

別冊の当初予算に関する説明書をご用意ください。 

最初に歳出の主な内容ですが、４４ページをご覧ください。 

１款総務費では、１８節負担金、補助及び交付金の馬淵川流域下水道維持管

理負担金１億３，４８３万６，０００円を、２６節公課費の消費税１，７７７

万円を計上しております。 

４６ページをご覧ください。 

２款事業費では、１２節委託費の下水道施設ストックマネジメント計画策定

業務委託料２，７３９万円を、１８節負担金、補助及び交付金の馬淵川流域下

水道事業費負担金６，３８０万４，０００円を計上しております。 

４７ページをご覧ください。 

３款公債費では、２２節償還金、利子及び割引料の町債償還元金６億１，９

５７万８，０００円を、町債償還利子６，７８６万７，０００円を計上してお

ります。 

次に歳入の主な内容ですが、４１ページをご覧ください。 

２款使用料及び手数料、１目公共下水道使用料１億９，６２０万円を計上し

ております。 

次に、４２ページをご覧ください。 

３款国庫支出金、１目事業費補助金１，３００万円を計上しております。 

４款繰入金、１目一般会計繰入金６億５４６万５，０００円を計上しており

ます。 

４３ページをご覧ください。 

７款町債、１目事業債２億２，９５０万円を計上しております。 

以上で、説明を終わります。 

 

平野委員長 説明が終わりました。 

これより、歳入・歳出全般についての質疑を行います。 

質疑は、事項別明細書により行います。 

説明書４１ページから５９ページになります。 

質疑ございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、歳入・歳出全般についての……。 
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川口委員。 

 

川口弘治委員 ５９ページの地方債、普通債、これの返還している利息がかなりのパーセン

ト、返済元金に対してパーセントがあるようにずっと思っていましたが、この

借入れは国関係、様々なところから下水道債、当初始まって以来の負債に対し

ての借入れなんですが、政府系または市中どのような割合になっているかお知

らせいただきたい。 

 

平野委員長 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

借入れのところですけども、お答えいたします。 

まず借入れ先ですけども、議員おっしゃるとおり国、あと運用部ですね。あ

と簡保、金融機構と、民間の銀行として青森銀行、みちのく銀行、青い森信金、

あと十和田おいらせ農協ということで、それぞれ借入れしております。 

借入れの額はそれぞれやっぱり政府系のところが大きくて、割合までは細か

くちょっと出してないんですけども、運用部とすれば、令和５年度の元金支払

額とすれば２億２，７００万程度と、簡保としますと１億２，６００万程度、

金融機構としますと７，７６０万程度、あと青森銀行としますと７，３７０万

程度、みちのく銀行８，８１０万程度、青い森信金が２，０３０万程度と、十

和田おいらせ農協が５８０万程度ということでなっておりました。よろしいで

しょうか。 

以上です。 

 

平野委員長 川口委員。 

 

川口弘治委員 平成何年、元年頃ですか。この下水道事業、旧町からの継続なんですが、町

の負債の分の中のこの下水道債というのが、大分圧縮されてはあるんですが、

国の事業ということで、政府系のそういうところからの負債、起債、下水道債

というんですか。ただ、その利息が当時は７％、８％という利息で、時代が時

代でしたので、ちょっと記憶があれなんですが、何年か前までの借り替えで利

息も下がっていると。政府系と市中での利息の違いというのは、やっぱりかな

り国からの政府系がまだ利息が高い。そのような状況なのか。また今年という

か、これからゼロ金利からまた金利が上がると予想されていますが、そういっ

た部分も政府系で利息なり圧迫が今後出て来るかどうかという予想があるかな

いか。どうぞよろしくお願いします。 
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平野委員長 財政管財課長。 

 

財政管財課長 

（岡本啓一君） 

借り入れのことについて、当課一般会計も所管しており、答えられるところ

があると思いましたので、答弁したいと思います。 

まず、政府系金融機関と市中銀行との利率の違いでございますけれども、３

０年前ぐらいのことの状態までは比較していないんですけども、今現在ですと、

公的資金と市中銀行比較しますと、明らかに公的資金を原資にしたものがかな

り安く設定しております。大体ニュースで報道されるような国債金利に近い金

額で貸してくれるのが公的資金でありまして、市中銀行から借りますと、やは

りその利益を上げなければいけませんので、さらに数％の上乗せされているよ

うな感覚でございます。 

あと、一般会計とこの下水道事業会計の利子の割合を見ますと、公共下水道

事業が予算額としましては、利子償還金の割合が高いなということは把握でき

ます。 

これについては、やはり償還年限の違いだと思います。一般会計ですと、借

り入れの中心が道路だと１０年、建物だと２０年とか２５年とかで借入れしま

すけども、下水道事業につきましては、償還年限３０年とかいうような長い起

債は結構借りたりするものですから、金利の高い借入れを行う傾向にあるかと

思います。 

答弁漏れなければ以上です。 

 

平野委員長 川口委員。 

 

川口弘治委員 今後公営企業化という形で、会計処理が変わってくると思いますが、そうい

った場合のこの負債の分、資産計上されない以上はかなり圧迫していく。そう

すると、その分の一般会計からの繰出金が入れたりしても、どちらにしても会

計上は非常によくない。そういう結果が出るんではないかと心配していますが、

その辺のというのは、まだはっきり国から示しているのかいないのか分かりま

せんが、どのようなことが予想されるか。その辺お願いします。 

 

平野委員長 地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

お答えいたします。 

今現在公会計企業移行に向けて作業を進めております。作業につきましては、
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今年度も随時作業を行っておりますので、その中で、今、議員おっしゃったよ

うなところも考えながらやっている最中で、今後どうなるかというところまで

はまだ把握してございません。申し訳ございませんが、そういう状況でした。 

以上です。 

 

平野委員長 ほかにございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、歳入・歳出全般についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論、ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに

決しました。 

 

平野委員長 次に、議案第２６号、令和５年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計予算

についてを審査いたします。 

当局の説明を求めます。 

地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（桒嶋泰幸君） 

それでは、議案第２６号についてご説明申し上げます。 

議案書の９７ページから１００ページをご覧ください。 

予算の総額を１億３，５５１万５，０００円とし、前年度と比較しますと１

億５，７４８万９，０００円、５３．７％の減となっております。 

なお、第２表地方債につきましては、２件の事業について、起債の限度額、

起債の方法、利率、償還の方法を定めるものであります。 

別冊の当初予算に関する説明書をご用意ください。 

最初に歳出の主な内容ですが、６８ページをご覧ください。 
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１款総務費では、１２節委託料の古間木山地区処理施設維持管理業務委託料

１，８１４万２，０００円を計上しております。 

次に、６９ページをご覧ください。 

２款事業費では、１２節委託料の農業集落排水処理施設維持管理適正化計画

策定業務委託料７２３万円を計上しております。 

次に、７０ページをご覧ください。 

３款公債費では、２２節償還金、利子及び割引料の町債償還元金７，３０９

万円、町債償還利子５６１万８，０００円を計上しております。 

次に歳入の主な内容ですが、６５ページをご覧ください。 

１款使用料及び手数料、１目下水道使用料３，７１０万円を計上しておりま

す。 

２款国庫支出金、１目事業費補助金の農業集落排水事業費補助金６５０万円

を計上しております。 

次に、６６ページをご覧ください。 

４款繰入金、１目一般会計繰入金６，４６０万２，０００円を計上しており

ます。 

次に、６７ページをご覧ください。 

７款町債、１目事業債２，７３０万円を計上しております。 

以上で、説明を終わります。 

 

平野委員長 説明が終わりました。 

これより、歳入・歳出全般についての質疑を行います。 

質疑は、事項別明細書により行います。 

説明書６５ページから７９ページになります。 

質疑ございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、歳入・歳出全般についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 
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（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに

決しました。 

 

平野委員長 次に、議案第２７号、令和５年度おいらせ町介護保険特別会計予算について

を審査いたします。 

当局の説明を求めます。 

介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（澤頭則光君） 

それでは、議案第２７号についてご説明申し上げます。 

議案書の１０１ページから１０５ページ。別冊の特別会計予算に関する説明

書の８３ページから１１５ページになります。 

本案は、歳入歳出予算の総額を２３億７，０４９万７，０００円と定めるも

ので、前年度比６７２万１，０００円、０．３％の減となっております。 

それでは、歳出の主なものについてご説明いたしますので、予算に関する説

明書の９１ページをご覧ください。 

１款総務費の主なものは、１項総務管理費に、１２人分の職員人件費等を計

上しております。 

９５ページをご覧ください。 

２款保険給付費の主なものは、１項介護サービス等諸費に２０億６６０万円

を計上、前年度比２２０万円、０．１％の増となっております。 

９８ページから９９ページをご覧ください。 

３款地域支援事業費の主なものは、１項介護予防・生活支援サービス事業費

に５，４６７万３，０００円を計上、前年度比４１万３，０００円、０．７％減

となっております。 

続きまして、歳入について説明しますので、ページを戻っていただき８５ペ

ージをお開きください。 

１款保険料は５億１，７０３万５，０００円で、前年度比７５１万４，００

０円、１．５％増となっております。 

３款国庫支出金は、１項１目介護給付費負担金に４億１９６万６，０００円

を計上。 

８６ページをご覧ください。 

２項国庫補助金は、８，５２６万７，０００円で、調整交付金、地域支援事
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業交付金等を計上しております。 

続いて、４款支払基金交付金は１項１目介護給付費交付金に５億８，７２７

万７，０００円を計上しております。 

８７ページ、５款県支出金は、１項１目介護給付費負担金に３億４９４万円

を計上しております。 

８８ページをご覧ください。 

７款繰入金は、１項一般会計繰入金に４億２，２９２万３，０００円を計上

しております。 

 以上で、説明を終わります。 

 

平野委員長 説明が終わりました。 

これより、歳入・歳出全般についての質疑を行います。 

質疑は事項別明細書により行います。 

説明書８５ページから１１４ページになります。 

質疑ございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、歳入・歳出全般についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに

決しました。 

 

平野委員長 次に、議案第２８号、令和５年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計予算に

ついてを審査いたします。 

当局の説明を求めます。 

町民課長。 
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町民課長 

（松山公士君） 

それでは、議案第２８号についてご説明申し上げます。 

議案書の１０６ページから１０８ページをご覧ください。 

本案は、歳入歳出予算の総額を２億５，６９４万５，０００円と定めるもの

で、前年度比３，４２１万円、１５．４％の増となっております。 

歳入歳出の主なものについてご説明申し上げますので、別冊特別会計予算に

関する説明書の１２２ページをご覧ください。 

歳出の主な内容につきましては、１款総務費、１項一般管理費として、令和

５年度から実施する保健事業・介護予防の一体的実施事業に伴い、保健師１人

の人件費等を計上しています。 

１２３ページをご覧ください。 

２款後期高齢者医療広域連合納付金２億３，７１１万９，０００円で、前年

度比１，６７９万円の増となっております。 

続いて、１２４ページをご覧ください。 

３款保健事業費として、令和５年度から実施する保健事業・介護予防の一体

的実施事業に伴い、フルタイムの会計年度任用職員１人の人件費等を計上して

います。 

続きまして、歳入についてご説明申し上げますので、１１９ページをご覧く

ださい。 

歳入の主な内容につきましては、１款後期高齢者医療保険料が１億６，０９

５万５，０００円で前年度比１，５０２万２，０００円の増、３款繰入金が８，

１４４万３，０００円で前年度比５０８万４，０００円の増となっております。 

１２１ページをご覧ください。 

５款諸収入、３項受託事業収入として、新たに保健事業・介護予防の一体的

実施事業受託料として１，４１０万５，０００円を計上しております。 

以上で、説明を終わります。 

 

平野委員長 説明が終わりました。 

これより、歳入・歳出全般についての質疑を行います。 

説明書１１９ページから１２８ページになります。 

質疑ございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、歳入・歳出全般についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 
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（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに

決しました。 

 

平野委員長 次に、議案第２９号、令和５年度おいらせ町病院事業会計予算についてを審

査いたします。 

当局の説明を求めます。 

病院事務長。 

 

病院事務長 

（田中貴重君） 

それでは、議案第２９号についてご説明申し上げます。 

議案書の１０９ページから１１１ページになります。 

本予算の第２条では業務の予定量のうち、年間延べ患者数の入院では２万１，

０００人、外来では２万９，５００人を、１日平均患者数の入院では５７．４

人、外来では１２１．４人を見込んだ結果、第３条の収益的収入及び支出の予

定額を１１億２３４万３，０００円、第４条では医療器械等購入費、企業債元

金償還金を見込んだ資本的支出の予定額を６，７５２万４，０００円とし、収

入が支出に対して不足する額２，１４９万３，０００円は、当年度分損益勘定

留保資金で補塡することとし、第５条では、医療器械購入に係る起債の目的等

限度額を２，１８０万円として、第６条では一時借入金の限度額を５，０００

万円に定め、第７条と８条では、予算流用に関すること、第９条では棚卸資産

の購入限度額を１億１，７００万円に定めるものであります。第１０条では令

和５年度に取得する主な財産を示しております。 

それでは、続きまして、予算の主な内容についてご説明申し上げます。 

別冊公営企業会計予算に関する説明書１３１ページから１６５ページになり

ます。 

それでは、１３３ページをお開きください。 

収益的収入の１項医業収益では、１目入院収益に患者見込み数２万１，００
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０人、患者１人当たり収入見込み額を３万１，５００円と見込み、６億６，１

５０万円を、２目外来収益では患者見込み数を２万９，５００人、患者１人当

たり収入見込み額を７，１００円と見込み、２億９４５万円を計上しておりま

す。 

３目その他医業収益では、事業所健診、各種予防接種料等の公衆衛生活動収

益に４，４７７万５，０００円を、救急医療の確保に要する経費等として、一

般会計からの繰入金を他会計負担金に５，５７０万１，０００円とし、予定額

を１億４１０万６，０００円としております。 

それでは、１３４ページをお開きください。 

２項医業外収益では、共済追加費用の負担に要する経費や児童手当に要する

経費等として一般会計からの繰入金を、２目他会計補助金に２，７２５万９，

０００円を、高度医療に要する経費、不採算地区病院に要する経費等として４

目他会計負担金に８，７５０万円を計上しております。 

１３５ページをお開きください。 

８目長期前受金戻入では、国庫補助金等に係る減価償却分９４８万７，００

０円を収益化としております。 

次に、１３６ページになります。 

収益的支出の１項１目では、職員及び会計年度任用職員の給与費のほか、非

常勤医師の報酬と、１３７ページの賞与引当金繰入額、法定福利費引当金繰入

額の予定額として６億２，６５７万３，０００円を計上し、２目材料費及び３

目経費ではそれぞれの必要額を計上したほか、１４２ページでは、４目減価償

却費では建物及び器械備品等の償却費に８，８０９万２，０００円を計上して

おります。 

次に、資本的収入及び支出についてご説明申し上げます。 

１４５ページをご覧ください。 

資本的収入の１項１目では医療器械整備などのため企業債２，１８０万円、

２項の他会計出資金では、企業債償還元金等に対する一般会計出資金に２，１

４８万円を計上、４項では移動型Ⅹ線装置の導入に係る補助金として２７５万

円を計上しております。 

１４６ページの支出では、１項１目建設改良費に医療器械等の購入費に２，

４５６万３，０００円を、２項企業債償還金には企業債元金償還金に４，２９

６万円を計上しております。 

その結果、１４５ページで示すよう収入額が支出額に対して不足する２，１

４９万３，０００円は、当年度分損益勘定留保資金で補塡するものであります。 

次に、１４７ページから１４８ページでは、病院事業会計予定キャッシュフ
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ロー計算書で、貸借対照表上の前期と当期の差額と損益資本予算書からの数値

が示されております。 

１４９ページから１５５ページは、病院職員等の給与費等を示しております。 

１５７ページから１６１ページにかけては、令和５年度の予定貸借対照表と

なります。 

１６２ページから１６４ページでは、令和４年度予定損益計算書、１６８ペ

ージから１７０ページには、令和３年度予定貸借対照表となっております。 

なお、提案した令和５年度おいらせ町病院事業会計については、先般２月1３

日に開催されたおいらせ病院運営審議会において了承を得ていることを申し添

えさせていただきます。 

以上で、説明を終えます。 

 

平野委員長 説明が終わりました。これから質疑を行います。 

本案については、説明書と議案書により一括で質疑を行います。 

説明書１３３ページから１６５ページ、議案書１０９ページから１１１ペー

ジになります。 

質疑ございませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 なしと認め、歳入・歳出全般についての質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することにご異議

ありませんか。 

 

（委員席） ＊＊「なし」の声＊＊ 

平野委員長 異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべき旨、本会議において報告することに

決しました。 

以上で、予算特別委員会に付託されました議案第２２号から議案第２９号ま

での８議案の審査は全て終了いたしました。 

これで会議を閉じます。 
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一言お礼を申し上げます。 

予算特別委員会の議案の審査と議事進行につきましては、委員各位のご協力

によりまして無事終えることができました。心から御礼申し上げます。ありが

とうございました。 

以上をもちまして、予算特別委員会を閉会いたします。 

 

 （閉会時刻 午後 ３時１５分） 

 

事務局長 

（赤坂千敏君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 
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